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はじめに 

 

発達支援障害者支援法が平成 17年に施行され、発達障害者に対する支援は着実に進

展し、府民の理解も広がっています。 

京都府においては、京都府発達障害者支援体制整備検討委員会を設置し、「発達障害

者支援の課題と方向性」をとりまとめ、様々な発達障害に係る支援策を検討し、実施し

てきているところです。 

なかでも学齢期の発達障害児については、6歳から 18歳まで、学校、放課後の居場

所である放課後等デイサービスなど、社会へと巣立っていくまでの集団で過ごす時間で

す。 

一方、放課後等デイサービスは、府内において、制度当初の平成 24年度当初の 29

箇所に比べ、令和４年度には 335箇所と約 10倍に増加しています。 

厚生労働省の障害児通所支援のあり方検討委員会では、「児童期から適切な発達支援

を受けて成長していくことは、安心感や自尊心等を育むことで持てる能力の発揮に着実

に貢献し、成人後の生きづらさの軽減や予防に繋がるもの」と報告されており、京都府

では、就学中の SST について、放課後等デイサービス等事業所による：地域の児童生

徒を対象としてソーシャル・スキルトレーニングの実施に向け支援を行ってきたところ

です。 

平成 26年に中丹西保健所が福知山市、京都教育大学、社会福祉法人福知山学園と実

施された小集団活動を冊子として取りまとめました。 

その後、平成 30年度から、発達障害専門職養成研修を京都教育大学佐藤美幸准教授

と、発達障害者支援センターはばたきの御協力を得ながら進め、放課後等デイサービス

事業所へアウトリーチによるソーシャル・スキルトレーニングを実施してきたところで

す。 

今般、その実際を冊子としてとりまとめ、放課後等デイサービスの支援の質の向上に

むけたヒントになればと、取り組まれてきた放課後等デイサービスの実践をとりまとめ

ましたのでご活用ください。 

冊子の発行にあたり、京都教育大学佐藤美幸准教授と、発達障害者支援センターはば

たきの森下さん、原稿をお寄せいただいた放課後等デイサービス事業所の皆様に大変ご

協力をいただきましたことを感謝申し上げます。 

                    

  令和５年３月 
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ソールスキル・トレーニング（SST）の基本的な考え方 

 

 

京都教育大学 佐藤美幸 

１．人付き合いをどうやって身につけるか 

 

私たちは、どうやって上手な人付き合いの方法を身につけてきたので

しょうか。思い返してみると、学校の道徳などで友人関係について考え

る機会はあるものの、多くの人は、友達と一緒に過ごしたり遊んだりしな

がら自然と上手な人付き合いの方法を身につけてきたのではないでし

ょうか。 

しかし、走るのが得意な人と苦手な人がいるのと同じように、人付き 

合いも得意な人と苦手な人がいます。得意な人は友達と遊びながら自

然と人付き合いが上手になっていきますが、苦手な人は自然に任せてい

るとなかなか人付き合いのコツをつかむことができず、苦手なままになっ

てしまいます。この文章を読んでいるみなさんの中で、「私は人付き合い

がとても得意だ」と自信を持って言える人は多くないかもしれません。む

しろ、同年代の友達は大丈夫だけど上司とはどうやって話したらいいか

わからないとか、１対１で話すことはできるけどパーティーのような大勢の

人がいるところで誰に話しかけていいのかわからないとか、何らかの苦

手を感じている人がほとんどではないでしょうか。 

私たちが苦手を感じるのは、「どうしたらいいかわからない」「何が適

切かわからない」という状態になっているからです。そして、わからないま

ま間違えたことや失礼なことをしてしまうと周りの人に怒られて余計に苦

手意識が強くなってしまいます。ソーシャルスキル・トレーニング（Social 

Skills Training: 以下、SST と表記）は、上手な人付き合いの方法が

「わからない」という状態にある人に人付き合いのコツを教えて「なんと

なく知っている」状態にし、さらにロールプレイで練習することで「やった

ことがある」という状態に変えていきます。 

ここで大切なのは、人付き合いの得意不得意は性格や生まれ持った

能力ではない
．．．．

ということです。もし、人付き合いの得意不得意を性格だと
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考えてしまうと、その性格を変えるのはとても難しく感じられるかもしれま

せん。さらに、もしあなたが「対人関係が苦手なのは性格だから、その性

格を変えるのはとても難しい」と言われたとしたら、希望を持てなくなって

しまうでしょう。しかし、人付き合いを振る舞いと考えてみると少し変えら

れる気分になりませんか？どのような性格であれ、誰かに対して明るく振

舞えば相手に明るい性格という印象を与えることはできます。ソーシャル

スキルの研究者はこの振る舞いのことを「スキル」と呼び、スキルを身に

つけることで人付き合いを円滑にできるようにプログラムを作成していま

す。 

２．SSTを実施するための準備 

(1)参加者を決める 

     SST を実施するにあたって、まずは誰が参加するのか、誰が指導す

るのかを決める必要があります。SST は幼児から大人まで実施するこ

とができますが、近い年齢の子どもを集めた方が SST は実施しやすく

なります。多くの場合、幼児、小学校低学年、高学年、中学生・高校生

に分けて SST を実施しています。参加する人数は少なすぎるとロール

プレイを実施するのが難しくなる一方、多すぎると一人一人の子どもを

ケアできずプログラムの運営が難しくなるため５人前後が適切です。 

指導者は通常２人以上配置し、ティームティーチングを行います。メ

インの指導者が SST のプログラムの内容を説明し、サブの指導者は

集中力が切れた子どもや個別の説明が必要な子どもの対応をします。

可能であればメイン指導者が１人、サブの指導者は２人以上いると個

別の対応がやりやすくなります。 

 

(2)実施時間や頻度、実施場所を決める 

多くの場合、1 回の SST で１つのターゲットスキル（次の項を参照の

こと）を指導します。1 回の SST の実施時間は、子どもの年齢を考慮

します。 

就学前の幼児の場合、集中して指導者の話を聞くことができる時

間が短いため、20 分以内におさめる方がよいでしょう。小学生になる

と学校の授業が 45 分なので 40 分程度の時間をかけることができ

ますが、低学年の間は説明や話し合いの時間は極力短くして、体を動

かす活動の時間を多く取るようにします。小学校高学年以上になると
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1 時間弱の SST を実施できる場合もありますが、子どもの集中力の

度合いに合わせて時間を設定するようにして下さい。実施頻度は週に

１度、2 週間に１度、1 ヶ月に１度のいずれかになることが多いのです

が、週に１度だと指導者の準備期間が短くなり、月に１度だと時間が

あきすぎて子どもたちが前回何をしたのか忘れてしまうことがあるた

め、2 週間に１度が実施しやすいように思います。 

実施場所は参加する子どもが全員歩き回っても狭さを感じない広さ

がある部屋だと、できる活動が増えます。部屋にホワイトボードがある

と、スキルを説明する紙を貼ったり、説明を書いたりすることができる

ので便利です。ホワイトボードがない場合も壁に貼ることができるホワ

イトボードシートが活用できます。また、参加人数分の椅子を用意し、

子どもは椅子に座ってもらうとどこにいるべきか明確になり、動き回る

ことが比較的少なくなります。 

子どもの保護者が SST を見学する場合は、Web 会議システムを使

用すると別室で SST の様子を見ていただくことができます。通常、保

護者には別室で見学をしてもらいますが、子どもに分離不安があり保

護者と離れると活動に参加することが難しくなる場合は同じ部屋の後

方から見学していただくこともあります。 

 

⑶ターゲットスキルを決める 

     SST を実施することになったら、子どもたちにどんなスキルを教え

るかを決めます。子どもたちに指導するスキルのことをターゲットスキ

ルと呼びます。普段子どもたちの様子を見ていると、もう少し上手に話

を聞いてもらいたいなとか、もう少し上手に謝れたらいいなと思われ

ることがあるかと思います。この「もう少し上手に〇〇できたらいいの

に」の〇〇に当たる部分がターゲットスキルにあたります。これまで多

くの事業所や学校などで SST についてアドバイスさせていただく中

で、幼稚園や保育園など就学前は「遊びに入れてもらう」など友人関

係のスキルを練習するが多く、小学校に入ると「話を聞く」など集団

生活に必要とされるスキルのニーズが高い傾向がありました。また、

小学校高学年になると「あたたかい言葉がけ」といった人間関係を

円滑にするスキル、中学生以降になると「上手な頼み方」や「上手な

断り方」といった、相手の都合を考慮しながらお願い事をするというス

キルが必要になってきます（表１）。 
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表１ 発達段階別のターゲットスキルの例 

就学前 小学校低学年 小学校高学年 中学生以降 

遊びに入れてもらう 

物の貸し借り 

話を聞く 

あいさつをする 

上手な質問 

あたたかい言葉がけ 

上手な頼み方 

上手な断り方 

 

     もっと他のスキルを教えたいという場合は、章末の参考文献で紹介

している本にもさまざまなターゲットスキルやスキルを教えるための指

導案が掲載されているので、参考にして下さい。指導するターゲットス

キルの数は少なすぎると複数の子どものニーズに答えにくくなります

し、多すぎると指導した内容が定着しにくくなるため、３つ〜多くて５つ

程度にしておくとよいでしょう。 

 

⑷ターゲットスキルのコツを考える 

     たとえば、話を聞くというターゲットスキルを指導することになったとし

ましょう。もし上手に話を聞くことができない子どもに、「上手に話を聞

きなさい」と指導しても、子どもは話を聞くことができるようにはならな

いでしょう。なぜなら、どうしたら上手に話を聞くことができるかわかっ

ていないからです。 

     実は、どうしたら上手にできるかを考えるのは簡単ではありません。

できない人にとっては自分で気づくのが難しく、できる人にとっては当

たり前すぎて見落としてしまうことがあるからです。相手の顔や目を見

ることが恥ずかしいと感じる人の場合、相手の顔を見ない方が自然

に感じられるので自分でそのことに気がついていないことがあるので

す。また、相手もなんとなく違和感を感じつつもなぜ違和感を感じてい

るのかわからないままになってしまいます。私自身のことをお話ししま

すと、相手と話すときに相手の顔や目を見ることができていないという

ことに気がついたのは大人になってからでした。そこで、スーパーのレ

ジでお会計をするときに店員さんの顔や目を見るという練習をしてみ

たのですが、私が店員さんの顔を見たときに店員さんがレジ打ちをし

ていてタイミングが合わず、店員さんが私の顔を見ている時に私がお

財布を見ていてなかなかタイミングが合わないということが多々あり

ました。ただ顔を見るだけではなく、相手の様子を見て相手が作業を

していないタイミングを見計らって顔を見る必要があったのです。おそ

らく、最初から相手の顔を見ることができる人はここまで細かく考えな
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くてもできているでしょう。しかし、できない人には細かく具体的にでき

る方法を考えてあげる必要があるのです。 

    話を聞くというターゲットスキルであれば、どういう振る舞いをする

と上手に話を聞けている状態になるかをできるだけたくさん考えてみ

ましょう。たとえば、相手に体を向ける、作業をしていない時に相手の

顔を見る、話の節目でうなずく、話が終わるまで待つなどがあげられ

ます。逆に、どういう振る舞いをすると上手に話を聞けていないかを考

えてみて、それと反対の振る舞いにしてみるという方法も役に立ちます。

例えば足を組んでふんぞりかえっているのであれば、それとは反対の

足は組まず体を前に起こすという振る舞いが導き出せるでしょう。こ

のような上手にスキルを発揮するための振る舞いのことをターゲット

スキルのコツと呼んでいます（表２）。 

 

表２ 上手くいかない振る舞いと上手くいく振る舞いを考える 

話を上手く聞けていない振る舞い 話を上手く聞ける振る舞い 

 

相手のいない方向に体を向けている 

相手の顔を見ていない 

足を組んでふんぞりかえる 

話の途中でため息をつく 

話の途中で話題を変える 

 

 

相手に体を向ける 

作業をしていない時に相手の顔を見る 

足は組まずに体を前に起こす 

話の節目に合わせてうなずく 

話が終わってから違う話題を出す 

 

                         ターゲットスキルのコツ 

ターゲットスキルのコツを考える時にはなるべく多くのコツを考える

ようにしますが、最終的には子どもの実態にあわせて１つのスキルに

つき２つか３つのコツに絞ります。ターゲットスキルのコツは子どもにス

キルを教える上で非常に大切な要素であり、ターゲットスキルを上手

に考えることができるかどうかで、SST が上手くいくかどうかが大きく

左右されます。参加する子ども達のことをよく観察して子どもに合った

ターゲットスキルのコツを考えるようにしましょう。 

 

⑸指導案を作る 

   SST の大まかな流れとある程度の時間配分を把握するために A4

１枚程度で簡単に指導案を作っておきます。指導案を作っておくとその
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まま記録文書にもなりますので、報告書を作成しなければならないとき

などに活用できます。 

表３ 「話を聞く」スキルの指導案の例 

 活動内容 スタッフの動き 子どもの動き 留意点など 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

（
５
分
） 

・SST の約束事を確認

する 

・話を聞くとどんない

いことあるか質問す

る 

約束事をホワイトボ

ードに貼る 

・いすに座る 

・誰かが話している

時は口を閉じる 

質問へ答える 

・何をするかわかる 

・友達となかよくな

れる 

できていると

きは積極的に

ほめる 

モ
デ
リ
ン
グ 

（
⒖
分
） 

良くない例といい例の

ロールプレイ 

 

スキルのコツ 

・相手の顔を見る 

・うなずく 

・ニコニコする 

・上手に話を聞かず

相手の印象が悪くな

ったロールプレイ 

・上手に話を聞いて

お互い気持ちよい

ロールプレイ 

・スキルのコツを伝

える 

・何が良くなかった

か考える 

 

・何が良かったか考

える 

 

・スキルのコツを知 

 る   

・集中力を切

らさないよう

に質問を挟む 

・上手に聞け

ていることを

ほめる 

リ
ハ
ー
サ
ル
と 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
⒖
分
） 

スリーヒントクイズで

上手に話を聞く 

・クイズと答えが書

いてある紙を出す 

・出題者と回答者を

決める 

・クイズを出題する 

・コツを守りながら

クイズを聞き、回

答する 

・全員回答者

ができるよ

うにする 

・こまめにで

きているこ

とをほめる 

ふ
り
か
え
り 

（
⒑
分
） 

 

・それぞれの子どもの

よかったところをほ

める 

・次回の予定を伝える 

・先生が話すので、

コツを使って話を

聞くように指示す

る 

・話を聞く ・上手に聞け

ていること

をほめる 

 

３．SSTを実施する 

 

⑴ コーチング法 

ターゲットスキルとスキルのコツが決まり、SST の準備が終わったら、

いよいよ SST を実施し始めます。表３の指導案のように、1 回の SST

スキルのコツを必ず

指導案に書きます 
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では①インストラクション、②モデリング、③リハーサルと即時フィード

バック、④維持（定着）・般化を実施します（図 5-3）。このような流れ

で行う SST をコーチング法と呼びます。 

「トレーニング」や「コーチング」という言葉を聞くと、ストイックに練 

習をして技量を高めるという印象を持たれる方もおられるかもしれま

せん。しかし、SST は楽しい雰囲気にすることがとても大切です。でき

ていないことを指摘して修正するのではなく、できていないことは少し

置いておいて、できていることをたくさんほめて（10 秒に 1 回くらい）

どんどん増やしていくようにしましょう。 

 

 

図１ コーチング法による SST の流れ 

 

(2)インストラクション 

     インストラクションでは導入として SST でどんな内容を扱うのかを説

明します。話を聞くスキルを例にすると、今日は上手な話の聞き方につ

いて練習すること、上手に話を聞けると相手が嫌な思いをにせずに済

み、自分も必要な情報を得ることができるため、とても大切なスキルで

あることを伝えます。また、上手に話を聞くために、相手を見る、うなずく、

ニコニコするなどのコツは子どもたちの頭に残るように、ホワイトボード

や壁に紙を貼るなどしてしっかり説明しましょう。 

インストラクションは指導者の話を聞くことが中心となるため、子ども

の集中が続かないことがあります。できるかぎり手短に５分程度で終

わらせます。ただし、参加者同士のほとんどが初対面の場合は、簡単な

自己紹介の時間を作ると子ども同士が知り合いになることができるの

で安心してもらえるでしょう。 
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(3)モデリング  

     モデリングでは、スキルを適切に発揮してその結果うまくいったという

よい例と、スキルを発揮せずにその結果うまく行かなかったというよくな

い例を子どもたちに見せます。このうちよい例のことをモデルと呼び、モ

デルのやっていることを真似できるようにすることをモデリングと呼びま

す。 

例えば、「話を聞く」というスキルであれば、よい例ではインストラク

ションで説明したコツ（相手の顔を見る、うなずく、ニコニコする）を使

って話を聞いたので相手も不快にならず、明日必要な持ち物を知るこ

とができたというストーリーを子どもたちに見せます。ここで、スキルの

コツをもう１度説明して思い出してもらうようにします。よくない例では

相手のことを見ない、反応しない、不機嫌な顔をするなどコツを使わ

なかったので、相手によくない印象を与え、明日必要な持ち物の話を

聞き逃したなどのストーリーを見せます。ストーリーを見せる方法はさ

まざまありますが、就学前の子どもたちはほんの読み聞かせに慣れて

いるため紙芝居を使うことが多く、小学生以上はよりリアルな例を見

てもらうためにロールプレイ（寸劇）を行うことが多くなります。小学生

以上であれば、よい例とよくない例のストーリーについてどんなところ

がよかったのかよくなかったのかを聞き、子どもに考えさせて発表して

もらうことも可能です。また、人前に出ることに抵抗感のない子どもで

あれば、台本を用意してあげてよい例に参加してもらうのも子どもに

活躍の場を作ることができるのでおすすめです。 

よい例とよくない例を見せるときのポイントは２つあります。１つ目は

スキルを発揮したのでうまくいったもしくは発揮しなかったのでうまくい

かなかったというように、スキルを使用した結果どうなるのかをストーリ

ーに盛り込むことです。そうすることで、なぜスキルを発揮した方がい

いのかが子どもたちに明確に伝わります。２つ目は「よくない例」を

「悪い例」と言わないようにすることです。悪い例と言ってしまうと、練

習する中でスキルを上手に発揮できなかった時に「悪いこと」と子ど

もたちが解釈してしまい、できなかった本人が落ち込んだり、周りの子

どもが「悪いことをしている」と責めたりする状況になりかねません。そ

のため「よくない例」と言いながらうまく行かない例を説明するように

しています。 
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(4)リハーサルと即時フィードバック 

     モデリングが終わったら数人のグループを作り、コツを使ってスキル

を実際に練習します。この実施にやってみることをリハーサルと呼び

ます。就学前から低学年くらいまではゲームの要素を入れてリハー

サルをすることもあります。話を聞くというスキルであれば伝言ゲーム

やスリーヒントクイズ（図２）などができるでしょう。小学 4 年生以降

であれば、ロールプレイを実際にやってもらうこともできます。人前で

話すことやロールプレイが苦手な子どもは台本を用意してあげると

スムーズでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ スリーヒントクイズの例 

 

指導者は子どもがコツを使っていたらたくさんほめて即時にフィ

ードバックをします。たくさんというのは子どもがコツを使ったらすべ

て拾うように、そして即時というのは子どもがコツを使っていたら毎

回１秒以内にほめると思ってください。私が多くの事業所や学校にア

ドバイスしてきた中で、この即時フィードバックは最も指導者に実施

して頂くのが難しいと感じてきました。大学教員である私も含め、子

どもや誰かを指導をする立場になると、子どもができていないことを

指摘して修正することが教育だと思ってしまうことがあります。そして

できて当たり前だと思えること、は当たり前なので取り立ててほめる

必要がないと思ってしまいがちです。しかし、私たちは頑張ってやっ

てきたことを周囲が当たり前と思って何も感謝してくれないことがど

んなに悲しいことか知っています。たとえば、家事です。多くの家族は

誰かが夕食を作るのは当たり前、洗濯するのが当たり前と思ってい

スリーヒントクイズ 

１．わたしはどうぶつです 

２．わたしはお肉をたべるのがすきです 

3．わたしはしましまもようです 

わたしはだれでしょう？ 
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るので、改めて感謝を示してくれたりほめてくれたりすることは少な

いでしょう。しかし、夕食作りや洗濯をしている当事者からすれば、だ

れも感謝もほめてもくれない状態は腹立たしくもあり悲しくもありま

す。それと同じように、子どもが SST で習ったコツを一生懸命使って

みているときにだれも何もフィードバックしてくれなければ、子どもは

自分がやっていることがみんなに喜んでもらえるということを体験す

る機会を失ってしまうのです。ですから、リハーサルの時間はもちろ

ん、そのほかの時間でも子どもが SST で習ったコツを使ったらすべ

てほめるつもりで指導をしていただきたいと思います。私がよく指導

者の方にお伝えしている目標は「10 秒に 1 回子どもをほめる」で

す！ 

       ほめることの重要性はわかっても、ではどうやって声かけやほめた

らいいかわからないという指導者の方もおられます。ここではポイン

トを２つお伝えします。１つ目はスキルを使ったら即時に（１秒以内に）

フィードバックするということです。特に小さい子どもや短期記憶が

苦手な子どもは後になってほめられても何をほめられているのかピ

ンとこないことがあります。そのため、即時にフィードバックすることで

子どもは何をほめられているのか理解しやすくなります。２つ目は具

体的にほめる（具体的賞賛）ということです。これは、ただ「いいね」

とか「上手だね」とフィードバックするのではなく、「ニコニコしている

のがいいね」とか「相手の顔を見るのが上手だね」というように何が

上手なのかを具体的に指し示しながらほめる方法です。こうすること

で、何をしたら周りの人が喜んでくれるのか子どもは明確に知ること

ができます。 

 

(5)維持（定着）・般化 

維持（定着）は身につけたスキルを定着させて長く使えるようにす

ることです。ふりかえりなどでその日練習したスキルのコツをもう一

度確認し、スキルをこれからも使ってみるように促します。部屋にコツ

が書いてあるポスターを掲示しいつでもコツを思い出せるようにす

る工夫もよいでしょう。 

般化は SST を学んだ場面以外でスキルを使えるようになることで

す。放デイで SST を実施したとしたら、学校や家などいろいろな場

面でコツを使うように促します。各家庭に SST で子どもが学んだこ
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とをお伝えして、家でスキルを使う場面を作るなどの工夫ができるで

しょう。 

 

４．SSTを成功させるために 

 

    ここまで、「話を聞く」というスキルを例に SST をどのように実施する

のかを簡単に説明してきました。しかし、時には SST がなかなかうまくい

かないということもあるかと思います。SST がうまくいかないという相談

では、多くの場合子どもが指導者の指示に従わないケースかロールプ

レイに参加したがらないケースに集約されます。子どもが指導者の指示

に従わない場合は、集中力が切れないように指導者が話す時間を短く

する、指導者の指示をもっとわかりやすく具体的にする（たとえば、「言う

ことを聞きなさい」ではなく「椅子に座って、顔を先生に向けてください」）

ことで、言うことを聞く可能性が高まります。ロールプレイに参加したがら

ない場合は、できる限り負担を小さくして台本を読むだけにする、みんな

の前でロールプレイを実演するのではなく１体１でロールプレイを行うな

どの工夫ができます。なかなか SST がうまくいかない時は子どもを叱る

のではなく、まず指導者の側でできる工夫をしてみましょう。そうすること

で子どもたちはより多くの成功体験を積むことができ、ほめられて自信

をつけることができるようになります。 

また、もっと詳しく知りたい、子どもの実情に合った情報がほしいとい 

う方のために、章末に SST を実施する際に役立つ本を掲載しています。

ぜひ、参考になさってください。また、本冊子にはさまざまな事業所が取

り組んできた SST の実践例が数多く掲載されています。これらの実践

例から取り組めそうなものを見つけて、ぜひ SST にチャレンジしていた

だければ幸いです。 
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＜SST を実施する際に役立つ本＞ 

 

【コーチング法の指導案を知りたい・アンケートを使いたい】 

相川 充・佐藤正二（編）（2006）『実践！ソーシャルスキル教育 中学校

編 −対人関係能力を育てる授業の最前線−』図書文化 

佐藤正二（編）（2015）『実践！ソーシャルスキル教育 幼稚園・保育園編 

−対人関係能力を育てるクラスワイドの実践−』図書文化 

佐藤正二・相川 充（編）（2005）『実践！ソーシャルスキル教育 小学校

編 −対人関係能力を育てる授業の最前線−』図書文化 

 

【リハーサルの時に使えるゲームを知りたい】 

安住ゆう子・三島節子（2009）『教室・家庭でいますぐ使える SST（ソー

シャルスキルトレーニング） 楽しく学べる特別支援教育実践101』か

もがわ出版 

 

【ソーシャルスキルのコツを知りたい】 

相川 充・猪刈恵美子（2011）『イラスト版子どものソーシャルスキル 友

だち関係に勇気と自信がつく 42 のメソッド』合同出版 

 

【ほめ方を知りたい】 

小笠原 恵（2016）『教師のためのほめ方ケースワーク 20 行動観察で

子どもが変わる！クラスが変わる！』金剛出版 

 

【具体的賞賛について知りたい】 

加茂登志子（2020）『１日５分で親子関係が変わる！育児が楽になる！

PCIT から学ぶ子育て』小学館 

 

【SST の時間が取れないので日常生活の中でスキルを教えたい】 

有光興記（2016）『発達障害の子のコミュニケーション・トレーニング 会

話力をつけて友達といい関係をつくろう』講談社 
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PART2  

 

ソーシャル・スキルトレーニングの実際

（手順編） 
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事例 1 就学予定児             

京都府立舞鶴こども療育センター(舞鶴市) 

 

⑴  実施機関の紹介 

「京都府立舞鶴こども療育センター」は児童福祉法に基づく児童福祉

施設であると同時に、医療法に基づく病院。 

入所部門では、さまざまな支援が必要な子どもたちに治療・リハビリ・保育・生活

指導を総合的に行っている。また、外来部門では、専門性の高い医療や療育・リハビ

リなどを必要とする子どもたちを中心に療育を行っている。 

 

⑵  SSTに取り組もうと思った理由 

令和元年 10月頃より、増加する発達障害児の外来診療に対して、医療ではなく適

切な福祉サービスの中でソーシャルスキルトレーニングを行ない、対人関係や日常生

活場面での困り感の軽減・保護者の不安の緩和を促すことで再診予約数を減少させ、

さらに多くの新規の患者にも対応できるようにするという目的で新しい放課後等デ

イサービスの開設について検討していた。 

このような時に、アウトリーチ支援の案内を受け、職員研修として取り組むことに

した。 

 

⑶  参加児童について 

年長児 5名。4名が自閉症の診断を受けており、1名が言語発達遅滞の診断があっ

た。進学予定先としては地域小学校普通級が 2名、支援級が 3名であった。 

 

⑷ 保護者への参加案内や説明 

医師よりソーシャルスキルトレーニングが望まれる児童について候補者を出してい

ただいた上で、SSTの研修案内書（別添）を作成し、説明。 

 

⑷  スタッフ体制 

SSTに係わったスタッフは 8名。 

1名は全体をサポートする役目とし、残りの 7人でリーダーとコリーダーを交代

で行った。各回で児童と関わる参加スタッフとしては 4名を配置し、コリーダーの 3

名は 1～2名の担当児童を決め、重点的に関わるようにした。リーダーは全体の動き

を把握できることに重点を置いた。 

 

⑹ SST実施期間や回数、時間 

実施期間は 1か月間で隔週。2回実施。各回の時間は 1時間程度。 

 

⑺ 準備物 
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ホワイトボード、人数分の椅子、活動の中で床に目印を作るためのカラーテープ、 

とスタッフの名札、視覚支援として流れや狙い・ルールを書いた紙、発表している子

を分かりやすくするための玩具のマイク 

⑻ 部屋の設定 

 

 

 

 

 

 

⑼ ターゲットスキル 

 「話を聞く」 

小学校への就学時に、それまでの環境との違いから適応しにくく、困り感が表れや

すくなることから、就学した際に困らないためのスキルを身に付けることを狙いとし

た。その中でも今後学習や対人関係を築いていくために最も基本となると考えられた

「話を聞く」というターゲットスキルを設定した。 

 

⑽ セッションの流れ 

全員そろった段階で始めの挨拶を行い本日の予定を伝えた。その後ターゲットスキ

ルの説明、スキルを用いた良い例と悪い例の見本の対比。スキルを必要とする遊びを行

い、最後にフィードバックとして終わりの会を行い、児童に本日の良かった点と、学習

した内容についての振り返りを行った。   

 

⑾ 保護者へのフィードバック 

   各回の終了後に児童を迎えに来た際にその児童の担当のコリーダ

ーから報告した。活動の様子や、狙いとしていたスキルに対して、

どうだったかという点や、家での声かけの仕方などについて説明。               

SST開始前と開始後についてアンケートを実施した。    

   

⑿ 実施を振り返って 

①参加児童や保護者からの感想 

参加児童からは、「たのしかった」などの感想を聞くことは出来たが、行ったスキル

に関係した感想を聞くことは難しかった。 

保護者からは、回数が少ないことで変化を感じることはなかったが、今後行われる際

には参加したいという希望が聞かれた。 

②うまくいったこと、やってみてよかったこと 

終わりの会で、それぞれの児童に対して、スタッフから具体的にフィードバックを行

うことが出来たので、何を学習したかを覚えてもらうことは出来た。 

各回での終了後の評価として、それぞれの児童がターゲットスキルに対してどの程度

入口 

リ
ー
ダ
ー 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

コ
リ
ー
ダ
ー 
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出来ていたかを評価するシートを作成し、使用した。そのことによって、その児童が必

要とする場面への焦点付けがしやすかった。 

 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

SST を効果的に行うためには褒めることが大事であるが、褒めているつもりになっ

てしまうだけで児童に伝わっていないことや、褒めるべき場面で上手に褒めることが難

しかった。 

コツやスキルについて伝えてはいるが、その都度何度も繰り返し伝えるという事が出

来ていなかった。もっと伝えることで、児童が何をやったか覚えるだけではなく、どう

いう場面でどのように行動するかを学べるようにするべきだった。 

スキルを取り入れた遊びを行う中で、楽しくすることとコツを意識することのバラン

スを取っていくことが難しかった。 

保護者へのフィードバックの仕方についてと、園や学校との連携の仕方については検

討したい事項として挙がった。 

 

④佐藤先生からの助言 

息をするように、自然にたくさん褒めることが出来ると良い。「褒めポイント」をみ

つけていくことが大事であり、ビデオで振り返り、褒めポイントをスタッフが学習する

事が効果的。 

ゲームのコントロールを失った場合や、盛り上がる場面でも常にコツを指摘してあげ

る。そうすることで逸脱を避けられ、スキルについて思い出させてあげられる。 

エラー（間違えた行動）をする前にコツを伝え、褒めていくことで、エラーレスな行

動を促し、課題を乗り越えることが出来ていく。 

 

⒀ その後の SSTの実施状況 

   令和 2年 10月より、週 1回、全 10回を『学校で最低限困らない』ということをテ

ーマに SSTを行った。 

   令和 3年 1月よりは放課後等デイサービスとして、週 3回別々のグループを行って

いる。 

   研修での経験を元に、保護者が別室で活動を見れる部屋を新たに設定し、学んだ内容

を家庭でも活かしてもらうようにコツを書いた紙を渡したうえで、保護者へのフィー

ドバックを行っている。 

  継続していくにあたり、グループの数が多くなり、回数も増加していくことでしっかり

としたスタッフの振り返りを行う時間の確保が難しくなってきている。またグループ

での活動を円滑に、効果的にするために児童の特徴も似た子達で行っているが、特徴の

すり合わせについても苦慮している。     

継続して行う事が出来てきている為に SSTグループを経験している児童と初めて経

験する児童が同一のグループ内に混在することも出てきており、その点での説明や配慮

が望まれている。今後は SSTを実施する児童について、どのような段階で SSTグルー

プを卒業するかも検討事項となっている。 
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ターゲットスキル『 話 を 聞 く』 

                                 

                             舞鶴こども療育センター 

 

 

 

区分 活動内容 スタッフの動き(●）や声かけ(〇) 児童の様子 留意点など

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

・『話を聞く』ことの大事さを説明す

る。

・『話を聞く』時に大事なことを質

問する。

〇「今から話を聞くためのお約束をみ

んなに教えます。　約束は三つです。」

　①話している人をちゃんと見ましょう

　②口を閉じましょう。しゃべりません。

　③その場所にいます。

　　ちゃんと座っています。

・約束を書いた文字をリー

ダーより先に読むことが

あった。

・コリーダーより促される

と少し意識する様子がみ

られた。

・コツを随時フィードバッ

クする

・きっかけの言葉「聞い

て下さい」と伝える

・文字や絵などの描か

れた視覚的教材を用い

ることで、注意も向けや

すく、理解しやすくなる。

モ

デ

リ

ン

グ

場面：保育園(幼稚園)の朝の会

スキルのコツについて

・話している人を見る

・口を閉じる

・その場所にいる

●スタッフが先生役、子ども役を

行う。

●子どもが３つの約束を守れてい

る見本と守れていない見本(話を聞

かずに走り回っている）をやって

みせる。

●子どもたちに2つの例でどちらが

コツを守れていたかを質問する。

また、どこがよくなかったか、ど

うすればよかったかを質問する。

・リーダーの質問に理

由を言いながら答え

る。

・正しい方法を答え

る。

・正しい見本を子ども

たちで採点していた。

モデリングの見本をす

る時と、児童が答える

時を明確にすること。

曖昧であるとしている

最中にも話してしま

い、注意が逸れてしま

いやすい。

・遊びのルール説明 〇「今から遊びを始めます。遊ぶとき、

さっきの３つの約束を守って下さい。」

・座ってルールの説明を聞

いている

・知っている遊びであった

ためにルールやどんなも

のかを話したい、説明した

いという児童が多かった。

・「話したい人は手を挙

げて下さい」と伝え、不

適切な発言を予防する

・自己紹介

・遊び（だるまさんがころんだ）

ねらい
遊びの中でも、言っていること
を聞く必要があり、動きを止め
ることが課題となることから行
いました。

〇「今から先生がやってみます。」

〇「じゃあ、みんな練習してみましょ

う。」

・自分で考えたルールを

鬼に提案する。

・勝つこどもが同じになり

やすい。

・スピードについてこれな

い子がでた。

・床に伏せたり、後ろ向き

で近づくなどそれぞれの

子どもの特徴が見られ

た。

・1回では終わらないの

で遊びの展開の仕方を

考える　　　　　　　　　・展

開方法についてはリー

ダーとコリーダーでその

場で話し合う

・盛り上がったときは少

し気持ちを落ち着かせ

てると活動に入りやすい

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

・終わりの会

ねらい
本日行ったことを具体的に思い
出し、児童それぞれが出来てい
た点を思い出し、今後も行って
いこうと肯定的にとらえるため
に行いました。

●担当したスタッフから児童の良かっ

たところを伝えていく。何が良かった

かは具体的に伝え、最後にスタッフと

児童から拍手をおくる。

●今日行ったコツを改めて伝え、次回

の予定を伝えた。

・座って静かに聞いてい

る。

・話しているリーダーの顔

を見ている

・感想を子どもたちに聞

く形もとれるように展開

していく。

・フィードバックの方法を

明確に決めておく

リ

ハ

ー

サ

ル
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事例 2 小学生(低学年)             

 

児童デイサービス・ちいろば（京田辺市） 

  

 ⑴ 実施機関の紹介 

京田辺市の多機能型児童デイサービス。経営法人は有限会社スロープ。 

障害児者の居宅介護、行動援護、地域活動支援などの支援をする中で、乳幼児期から

の適切な発達支援、家族支援の必要を実感し、児童デイサービスを開所した。 

児童が、将来、社会の中で生き生きと働き、学び、余暇を充実して過ごし、自他を愛

する人として育ち、家族もともに幸せな人生を過ごすことを支援するため、児童発達支

援から放課後等デイサービスへ、継続した支援を行っている。 

川や田畑に囲まれた自然豊かな環境の中で、個々の個性特性に沿いつつ、発達研究の

さまざまな知見を取り入れて心身の発達を促し、ミニグループの中で社会性を育てる

ことを、療育の基本としている。また、保護者、児童の在籍機関、当事業所、三者の連

携を、児童の発達に欠かせないものとして大切にしている。 

 

⑵ ＳＳＴに取り組もうと思った理由 

当事業所では、SST は、設定された場面の中でのみ行うものでなく、日々の療育場

面の基礎となるものであると考えている。登園した際の挨拶、個々の児童に応じた課題

に座って取り組むこと、絵本を集中して聴くこと、他児の遊びに「いれて」ということ、

遊びのルールを知ること、勝ち負けを経験することなどあらゆる場面にソーシャルス

キルが存在している。その一つ一つの場面で、子どもたちにスキルを身に着けてもらう

よう指導していくことが SSTであると考えた。 

職員は SSTの研修会に参加し、本を読んで学習したが、設定場面での SSTは、とり

くめていなかった。アウトリーチ型研修で、設定場面での SSTに取り組み、アドバイ

スをいただくことで、日々の療育の考え方や方法も、より児童に役立つものになると考

え、参加させていただいた。 

⑶ 参加児童について 

小学校通常学級在籍の小学１年生３名 

⑷ 保護者への参加の案内や説明 

送迎時に参加の案内と説明を行い、参加者を募った。対象児童は３名で、３名とも

快諾された。 

⑸ スタッフ体制 

リーダー１名、コリーダー３名。 

 



20 

 

リーダーが進行し、コリーダーがフォローとモデリング、ロールプレイ補助を行い

ました。 

 

⑹ ＳＳＴの実施期間や回数 

    １か月間に３回実施した。１回の所要時間は、３０分程度。   

 

⑺ 準備物   

・子どもたちへのポイント説明用のイラスト入り視覚教材（別添資料①） 

・ロールプレイ用小道具  

  「イライラオニをおいだそう」・・・トランプ 

  「貸して」・・・紙、鉛筆、消しゴム 

・机、いす 

・振り返り用紙 

児童のみの参加であり、感想は児童が記入。（別添資料②） 

 

⑻ 部屋の設定   

   

 

 

 

 

 

⑼ ターゲットスキル 

  ①「イライラオニをおいだそう」 

       遊びの終了のような場面の切り替えのむずかしさ、勝ち負けや、字の書き方に対

するこだわりなどから、イライラすることがみられることから選んだ。 

 ②「貸して」 

学校生活での必要性から選んだ。 

⑽ セッションの流れ   別添資料参照 

⑾ 保護者へのフィードバック 

      連絡帳への記載、送迎時、面談時に口頭での報告を行った。「イライラオニをおい 

そう」は、保護者にも使ってもらえるよう、お便りにして渡した。 

⑿ 実施を振り返って 

 

 

 

 

リーダー 

コリーダー 

コリーダー 

コリーダー 机 

イス 
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  ①参加児童や保護者からの感想 

   ア 参加児童 

    楽しかった／イライラオニの追い出し方がわかった／緊張したけどがんばった 

     ドキドキしたけどできた／これからもできそう／SSTって大事だなと思った 

    イ 保護者 

家庭で、子どもからイライラオニの話を聞いたという声があった。 

②うまくいったこと、やってみてよかったこと 

     設定場面での SSTについて学ぶことができ、楽しく実施できた。 

     日常の療育場面で使うことができている。 

     参加していない児童にも広がっている。 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

     初回は、スタッフ間の役割の打ち合わせが不足していた。 

     即座に、適切に児童をほめることが難しかった。 

④佐藤先生からの助言 

   ・スタッフの連携について 

進行役、モデリング役をしていないスタッフは、子どものそばにつく。 

・部屋の構造化について 

大きなトランポリンがあるが、集中できるよう見えないようにする。 

    ・子どものほめ方について 

      よい行動をしたとき、即座にほめる。 

      注意した後に、それができたときは、必ずほめる。 

      子どもたちのそばにいるスタッフがほめる役をする 

    ・モデリングについて 

      いまからするのが、よいモデルか、悪いモデルかを先に伝える。 

    ・毎回、最初に前回の振り返りをする。 

    ・振り返りの前に、再度、学習の約束を示す。 

    ・終了後は「イライラオニのおいだしかた」を室内に掲示しておく。 

 

⒀ その後のＳＳＴの実施状況 

    ・毎年、小学校入学前の児童を対象に、設定場面での SSTを実施している。 

    ・自分の身を守ること（プライベートゾーンのことなど）についての SSTを企画 

    ・終りの会の中でミニ SSTを実施している。 

          その日の出来事を５W１Hで発表／いやだったこと、うれしかったことを発表 

          ・ジェスチャーゲーム、イエスノークイズ、輪しりとりなどゲーム性のあることを

チーム対抗で行う。 

    ・「チクチク言葉とふわっと言葉」の学習など日常の療育場面で活用している。 

・新しいルールの説明をしたり、子どもたちで話し合うときの場面設定や、伝え

方に生かしている。 

・子どもが不穏になりそうな場面で事前に「イライラオニのおいだしかた」を確

認する。 
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ターゲットスキル『感情コントロール』 

 

児童デイサービス・ちいろば 

 

 
 

区分 活動内容 スタッフの動きや声かけ 児童の様子 留意点など

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ
ョ

ン

①スキル学習の約束をする

　・椅子に座る

　・友だちの話を聞く

　・いっしょに考える

②今日の学習の目的を知る

イライラオニを追い出そう

「今からイライラオニをお

いだす方法をおぼえます」

「どんな時にイライラする

かな]と尋ねる

イライラする状況を思い浮

かべられないようだった

・注意の集中がで

きるようできるだ

け余計な刺激を取

り除くように、机

やいすを配置した

・視覚教材を用意

モ

デ

リ

ン

グ

コリーダーのロールプレイ

モデルを見る

①ロールプレイをして見せ

る

・よくない例

・よい例

 ②イライラオニを追い出す

　 ポイントを伝える

　 深呼吸数を数える

  （１．２．３．４．５．

　  ６．７．８．９．10）

    まほうのことば「だい

　じょうぶ、だいじょう

　ぶ」

・コリーダーのロールプレ

イをよく見ていた

・イライラオニを追い出す

ポイントを一緒にしてみた

実際にコリーダー

がして見せること

で、ポイントをわ

かりやすく伝える

リ

ハ
ー

サ

ル

イライラオニを追い出す練

習をする

・トランプに負ける

・イライラする

・イライラオニを追い出す

全員が順番にロールプレイ

をするする

緊張しているが、全員が真

剣に嫌がらずロールプレイ

をした

ロールプレイをす

る前にコリーダー

と打ち合わせし、

どのポイントです

るかを決める

フ
ィ

ー

ド

バ
ッ

ク

①本児の活動を振り返り、

一人ひとりほめて拍手する

②振り返り表に各自記入す

る

①感想を発表し、友達の話

も聞く

②振り返り表に記入する

ほめられてうれしそうだっ

た

まじめに振り返り表に記入

していた

①できたことを認

めてほめる

②振り返り表は記

入しやすいように

理解については選

択肢を設け、感想

欄を設けた
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ターゲットスキル『 貸してもらう』 

 

                      児童デイサービス・ちいろば 

 

 

区分 活動内容 スタッフの動きや声かけ 児童の様子 留意点など

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ
ョ

ン

①前回の復習をする

②スキル学習の約束をする

・椅子に座る

・友達の話を聞く

・一緒に考える

③今日のスキル学習の目的

を知る

①前回学習したことを覚えて

いるか尋ねる

②今日の学習の目的を伝える

前回のイライラオニのおいだ

しかたをよく覚えていた

・集中して、話を聞いている

視覚教材を用意する

モ

デ

リ

ン

グ

コリーダー二人のロールプ

レイを見る

消しゴムを忘れて困ってい

る場面の、貸し借りのロー

ルプレイ

・よくない例：友達の消し

ゴムを勝手に使う

・よい例：「貸して」と言

う⇒（相手）「どうぞ」と

言って貸す⇒「ありがと

う」と言って受け取る

・ロールプレイをする

・ポイントを伝える

・相手に近づく

・名前を呼ぶ

・「消しゴムを貸して」と頼

む

・相手は「どうぞ」と言って

渡し、「ありがとう」と言っ

て受け取るところまで伝える

集中してみていた

リ

ハ
ー

サ

ル

①全員が順番に、よい例を

行った

②続けて貸してもらえなかっ

た場合もモデリングとリハー

サルを行った

（相手）「今、使ってるから

ごめんね」⇒「わかった、ま

た今度かしてね」

イライラオニのおいだしかた

をする（②の詳細は省略）

・補助役のコリーダーと打ち

合わせをしてから、ロールプ

レイをするようにした

・ひとりひとりのロールプレ

イ後、「頑張ったね」、「素

晴らしい」と言って、とみん

なで拍手する

緊張しながらも、やり取りの

行為や言葉かけをおぼえてい

て、再現することができた

フ
ィ

ー

ド

バ
ッ

ク

・ひとりひとり、「頑張っ

たね」と拍手した

・振り返り表に記入した

・順番に名前を呼び、拍手す

る

・振り返り表に記入するよう

伝える

・ほめられて誇らしそうだっ

た

・振り返り表に、まじめに記

入していた
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事例３ 小学生(中学年～高学年)    

                   

児童デイサービスくれよん新田辺（京田辺市） 

    

 ⑴ 実施機関の紹介 

近隣の支援学校、地域の小、中学校に通う児童を対象に、放課後、休日に療育を行

っている。 

完全クラス制で、原則週に 1 日の利用となっており、月ごとにプログラムを組んで

実施している。 

 

⑵ ＳＳＴに取り組もうと思った理由 

地域の小学校に通う子ども達の利用が数年で増加してきており、保護者からの相談

の主たるところが、学校や地域社会の中で、コミュニケーションに関するトラブル（う

まく気持ちが伝えられない、怒りっぽく喧嘩になってしまう、手が出てしまうなど）

が多く、困っているという旨の内容が増加していた。 

また、放課後等デイサービスの日々の活動の中で、落ち着いて見る、聞くなどが苦

手な子供たちも多くみられるようになった。 

子供たちからも「学校で友達とトラブルになってしまった」「先生に怒られたが納得

できない」「理由がちゃんと説明できなかった」「保護者にうまく悩みを相談できない」

などの困り感も聞かれるようになった。 

SSTの活動に重点を置いていこうとしていた時に、アウトリーチを受ける機会があ

り受講した。 

 

⑶ 参加児童について 

地域の小学校に通う小学 4年生 7名のクラス。 

地域の小学校に通う小学 5年生 5名、小学 6年生 3名のクラス。 

いずれの児童も発達障害、自閉スペクトラムの診断を受けた児童が参加している。 

 

⑷ 保護者への参加案内や説明 

クラスのプログラムの一つとして実施している。 

保護者へは毎月の利用予定などでお伝えしている。 

SST についての説明は、年間に予定されている面談時や利用終了後の引継ぎなど

で説明している。 

完全クラス制での運営のため、利用児は毎回固定となっている。 

    参加に消極的な児童もいるため、ゲームを取り入れるなど、楽しみながら活動でき

る工夫を重ねている。 
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⑸ スタッフ体制 

スタッフ６～7名が関り、1クラスあたり約 4名で実施。 

子どもが 7 名ほどの時にはリーダー1 名、子リーダー1 名、その他 2 名で児童の

サポートにあたる。 

 

⑹ ＳＳＴ実施期間や回数、時間 

月１～2回、一回あたり 40分～50分 約 10か月間（5月～2月）実施 

    

⑺ 準備物 

インストラクション用教材（主にパワーポイントにて作成） 

    ホワイトボード、座席表、名札、ルール、約束が書かれた用紙 

 

⑻ 部屋の設定 

ホワイトボードを使用し、それに向かって丸いすに着席。 

離席したり、集中が持続しない児童用にクールダウンスペースを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑼ ターゲットスキル 「あたたかいことばがけ」「相談しよう」「協力しよう」など 

    普段の活動から子ども同士、スタッフに対しての荒い言葉遣いや、保護者からも自

宅や学校での言葉遣いに関する相談があった。特に中学年、高学年になってくるとわ

かっていても使えない、恥ずかしくて使えないことも多かった。 

場面設定された中で取り組むことで、「あたたかい言葉がけ」などへの抵抗を減らし、

自然に使えるようになってほしいと思い、ターゲットスキルとして設定した。「あた

たかい言葉がけ」を基本に、上手に相談する、協力しようなど、他者と関わる場面を

多く設定していった。 

 

⑽セッションの流れ 

子どもたちにわかりやすく、出来ることで起きる良いこと、「コツ」を提示した。 

言葉での説明だけではわかりにくいことも多いため、ホワイトボードに書くようにし

た。 

スタッフが悪い見本、良い見本をロールプレイで示した後、子どもたちでもロールプ

レイを行い、感想発表やスタッフからの振り返りを行った。 

コリーダー リーダー 
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⑾ 保護者へのフィードバック 

   当日の支援担当スタッフから送迎時に保護者へ引継ぎを行った。ターゲットスキル

と取り組みの内容、子どもの様子、出来たことを具体的に保護者に伝えた。 

 

⑿ 実施を振り返って 

①参加児童や保護者からの感想など 

クラスのプログラムの一つとして取り組んでいるため、子どもによって目的意識が持

ちづらかったり、苦手意識を持つ子供もいた。また、言語中心の説明の理解が難しい場

合もあり、「わかりづらい」「楽しくない」などの感想も聞かれた。 

ロールプレイだけではなく、ゲームを取り入れたり、子どもに実感しやすい身近な話題

を取り入れることで、楽しく取り組めた。また、言語での説明だけでなく、視覚的な提

示を増やすことでも、注目して取り組めるようになる児童もいた。 

保護者からは SSTの設定場面で、よくできていたことについては「よかった」と感

じていただいているが、実際に家庭、学校で変化が起きているかどうかについては「わ

からない」と感じておられることが多い。 

  

②うまくいったこと、やってみてよかったこと 

中、高学年になるほどロールプレイや発表することが恥ずかしく、消極的になりがち

だが、流行のキャラクターやマンガなどの題材を用いたり、ゲーム要素を組み込むこと

で意識せずに取り組むことが出来るようになった。ことばでの説明が多すぎると興味が

向かずに集中が切れてしまうことも多いため、問いかけや子ども達に積極的に意見を出

してもらい、話の中に取り入れることで、参加意欲が向上していった。 

 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

クラスに在籍している子ども達の発達課題にもややばらつきがあり、ターゲットスキ

ルの選定が難しいことが多かった。内容によってはグループを分けて実施することもあ

った。どんな子どもだったら、○○となり、別のどんな子どもだったら、△△となった

など、違いがわかるように書いていただく。 

 

④佐藤先生からの助言など 

   まずは「褒めること」が大切だと教えていただきました。極端に言うと 10秒に一回

は褒めるくらいの気持ちでと。支援者も「褒める」ことについての訓練は必要だと教え

ていただいた。 

 

⒀ その後のＳＳＴの実施状況 

   対象児童は固定して、実施している。毎年、卒業生がいるため、下の学年から上がっ

てくる子どももいる。 

現在も中学年、高学年は「上手な伝え方」、「上手な誘い方」、「協力しよう」、「報告、

連絡、相談」など、子ども同士で遊んだり、活動していく中で必要なスキルを中心に活

動している。 
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ターゲットスキル『 あたたかい言葉かけ』 

                       児童デイサービスくれよん 

 

区分 活動内容 スタッフの動きや声かけ 児童の様子 留意点など

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

・「あったかことば」「ち

くちくことば」どんな言葉

があるか出し合う

・使うことでどんなメリッ

トがあるかを提示する

・どんな場面で使えるかを

提示する

・インストラクションの最

後に子ども達から出たこと

ばを付箋に書き留め、

「あったかことば」、「ち

くちくことば」みんなで仕

分ける

・メリットや場面を提示し

ながら、どんな言葉がある

かなど問いかけていく

・子どもから出た言葉は付

箋に書き出し、ホワイト

ボードに提示していく

・文字が読めない、書けな

い子どもにはスタッフがつ

き、一緒に読んだり書いた

りする

・最初は参加に消極的だっ

たり、分からないと言う子

どももいたが、何人か出来

る子たちを見ている内に全

員が参加した

・普段使い慣れて

いないことばは分

かりにくいので、

なるべく身近なこ

とばを選ぶように

した

モ

デ

リ

ン

グ

・子ども達から出た「チクチク

ことば」を使ってスタッフが

ロールプレイする（悪い見本）

・感想を聞く

・嫌な気持ちになることを確認

する

・「あたたかことば」を使ってモ

デリングを行う

・リーダースタッフは進行を行

い、他の指導員2名でロール

プレイを行った

・集中出来ない、たち歩いてし

まう子どもには別の指導員が

付き添い、注目できるように促

した

・スタッフのロールプレイ（悪い

見本）を見ている最中にも「そ

れはダメ！」という子どももい

た。「なにがダメだったかな」

「どうしたらいいかな」と問い

かけるきっかけとなった

ロールプレイの他に

も絵本や紙芝居を

使うなど、視覚的に

分かりやすい方が注

目を集めやすかった

リ

ハ

ー

サ

ル

・スタッフが子供に対して

あたたかいことばを言っ

て、どんな気持ちになった

かを問いかける。次はその

逆を行い、どんな気持ち

だったかを伝える

・SSTすごろく

止まったマス場面に応じた

あたたかことばを相手に伝

える

・恥ずかしがって言えない

子には、スタッフから伝え

るのみにした

あたたかいことばを言われ

たらこんな気持ちになる

と、具体的に子ども達に伝

える

・子ども同士でのロールプ

レイは恥ずかしがって出来

ない子どもも多かったた

め、スタッフと子どもで

行った

・上手く言えない子どもも

いたが、あたたかいことば

は言われるとうれしい、チ

クチクことばは言われると

イヤな気持ちになると言う

ことは共有できた

・苦手な子、不安

が強い子には無理

に参加させず、手

本になれる子に注

目してもらい、見

ているだけでも良

いと伝え、安心し

て参加出来るよう

にする

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

・1人ずつ感想を発表する

・スタッフから一言コメン

トを伝える

・具体的に良かった言葉が

け、行動について1人1人に

伝える

・感想発表が苦手な子ども

もおられ、「楽しかった」

などの一言で済ませること

もあった

・最後のフィード

バックも行うが、

活動中のその場で

のフィードバック

も大切にした
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ターゲットスキル『 上手に話しかけよう』 

 

児童デイサービスくれよん 

 

 
 

 

区分 活動内容 スタッフの動きや声かけ 児童の様子 留意点など

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

・新学期に向けて、新しいクラ

スメイトに話しかけてみようを

テーマに

 おさらいとして・・・

　相手に近づいて

　相手を見て

　ちょうど良い声で

 プラスアルファとして

　あいさつをしよう

　名前を聞いてみよう

　お礼を言おう

・場面がイメージしやすい

よう、子ども達に質問し、

今までの経験や、上手に話

しかけることでどんなメ

リットがあるか発表しても

らう

・発表してくれたことはホ

ワイトボードに書き出す

・「新学期」は今までに経

験している子どもがほとん

どだったが、「自分からは

話しかけない」との答えが

多い。そこからスキルの必

要性の話につなげていくこ

とが出来た

・より身近なスキ

ルだと感じてもら

うため、実体験を

聞いたり、具体的

な場面を伝えるよ

うにした

モ

デ

リ

ン

グ

・場面「新クラスメイトに話しか

けてみよう」

・良い見本の提示

（スタッフによるロールプレイ）

あいさつ

「やあ」「おはよう」など

まずは自分の名前を伝える

など、インストラクションで伝え

たポイントが押さえられている

かに注目してもらう

・インストラクションで伝

えたポイントが押さえられ

ているかに注目してもらう

・ロールプレイ終了後は質

問し、良かった点を挙げて

もらう

・子ども達はどうすれば良

いかは理解している。ロー

ルプレイを見た後は良かっ

た点をしっかり発表できた

・悪い見本を提示

することに強い拒

否感を示す子ども

がいるため、良い

見本の提示のみ

行っている

リ

ハ

ー

サ

ル

・モデリングと同様の設定

でスタッフを相手にして

ロールプレイを行う

・スタッフが相手役を演じ

る

・ロールプレイ後、その場

で良かった点をフィード

バック

・ことばに詰まった、ポイ

ントが抜けてしまった子ど

もにはその場でアドバイス

を行う

・ロールプレイは恥ずかし

くて参加しない子どももい

る。ロールプレイは行わな

い場合も良かった点を発表

する部分には参加してもら

う

実演する際にポイ

ントを意識しやす

いようにホワイト

ボードにポイント

を明記したプリン

トを掲示しておい

た

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

・感想発表

・個々へのフィードバック

・感想発表をした後に、

個々に向けて良かった点の

フィードバックを行った

・新学期が近かったため、

学校で使ってみようかなと

いう子どももいた
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事例４ 中学生          

 

わいわいプラス城陽教室（城陽市） 

⑴ 実施機関の紹介 

わいわいプラス城陽教室は、運動や創作活動を通し、人との関わりや決まりを守る

ことの必要性について学ぶ事を大切にしている。また、社会見学や体験活動も積極的

に実施している。 

 

⑵ SSTに取り組もうと思った理由 

保護者から「友達と仲良くできるようになってほしい」といった要望が多かったも

のの、本格的な SST を実施できるスタッフがいなかったため、アウトリーチ研修を

きっかけにスタッフのスキルアップができないかと考えた。 

 

 ⑶ 参加児童について 

SSTに参加した児童は、中学 1年生から高校 1年生までの 7名である。 

なお、自閉症スペクトラム症と診断された児童もいる。 

 

⑷ 保護者への参加案内や説明 

アウトリーチ型 SST 実施の案内状を全家庭に配布し、口頭にて説明を行った。参

加希望の場合は研修同意書を提出していただいた。 

 

⑸ スタッフ体制 

①リーダー  ・当日の活動での進行を担当。 

②コリーダー ・リーダーの補助。児童へ個別に声かけ。 

 

⑹ ＳＳＴ実施期間や回数、時間 

令和元年 11月から 12月にかけ 2か月間に隔週、4回実施。一回あたり 30分。 

 

⑺ 準備物 

ホワイトボード、スキルのコツや活動の流れを示したシート 
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  ⑻部屋の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑼ ターゲットスキル 

「上手に断る」 

特に、友達に遊びを誘われたときについての断り方について。本事業所では、高学

年が低学年の様子を見守ったり、一緒に遊んだりするなど、面倒見の良い児童が多い。

一方で、断ることができずに自分の時間を取ることができない様子も見られる。トラ

ブルを避けて断るスキルを習得することは社会生活を送るうえで重要であるため、こ

のテーマを設定した。 

 

⑽ セッションの流れ 

    別紙資料参照 

 

⑾ 保護者へのフィードバック 

本事業所では、その日に利用した児童の写真数枚と活動の様子などについてコメント

を添えた「連絡帳」を用いている。SST実施中は主に活動内容について書いた。また、

児童を自宅へ送る際、実施中の様子について報告した。 

 

⑿ 実施を振り返って 

①参加児童や保護者からの感想 

ある児童は「はじめは恥ずかしかったけど、ちょっとずつ慣れてきてロールプレ

イもできるようになって嬉しい」と話していた。 

保護者も「このような取り組みをしてくれてうれしい。行ったことを少しずつで

も日常生活でも役立ててくれるとよい」と話していた。 

 

②うまくいったこと、やってよかったこと 

本実践の後、対象となった児童が「断る」ときに断る具体的な理由を伝える場面

が見られた。児童にとって、理論的な理解だけでなく生活場面で実践させることが

できたことが成果である。今後も見守り、他の児童も実践していけるよう促してい

きたい。 

職員としても、SSTを実施する際、ターゲットスキルを明確化できるようになる

シート 

(スキルのコツ) 

ホワイトボード

 

注) 

リ…リーダー 

コ…コリーダー 

教室内略図 

リ 

コ 

出入口 
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などの成長を感じる機会となった。 

 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

児童がロールプレイをする際、最初の児童がふざけてしまうと、その後の児童も

つられてしまいスムーズに進められなかった。また、なかなか言葉が出てこない児

童もいたため、台本を用意しても良かったと考えられる。 

本実践を行う前に、ロールプレイを行う順番まで細かく設定すればより円滑に展

開することができると考える。 

 

④佐藤先生からの助言 

活動内に児童の良いところを見つけてほめることができていたことや、ターゲッ

トスキルを明確化できていたことが良かったなど、ほめていただいた。 

しかし、ロールプレイ場面においてなかなか言葉が出ない児童もいたため、SST

の台本を用意しておくとよいとアドバイスをいただいた。 

本事業所においては活動の前に児童が活動の目標を挙げるが、その目標として上

がったものが、否定的な言葉(「寝転ばない」など)が多かったため、それを肯定的

な言葉(「姿勢よく座る」など)にしたほうが良いと助言をいただいた。肯定的な言

葉が出てきたら、それを褒めることで定着を図りたい。 

   

⒀ その後の SSTの実施状況 

一ヶ月に 1、2回程度実施している。最近では Power Pointを用いた視覚支援も

行っている。動画や音声を加えることで興味を引き付け、わかりやすくなるよう工

夫している。 
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ターゲットスキル『 上手に断わる 』 

 

わいわいプラス城陽教室 
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活動内容 

スタッフの動きや声かけ 

リーダー(リ)、コリーダー(コ) 

   

児童の様子 

 

指導上の留意点 

リ
ハ
ー
サ
ル 

 

・ロールプレイする 

 

リ…ロールプレイの順番を

伝える。 

コ…ロールプレイを見てい

なかったり、ふざけながら

見ている児童には、集中す

るよう声かけする。 

・声掛け例 

「しっかり見ようね」 

「終わった人には拍手をし

ようね」 

 

・順番通りロールプ

レイをする。待ってい

る児童はその様子を

静かに見る。 

・一番目に行った児

童がふざけたため、全

体の雰囲気が緩んで

しまった。 

・ロールプレイの相

手が異性（職員）であ

るためか、恥ずかしが

ったりふざけたりす

る児童もいた。 

 

リ・コ…ロールプレ

イに集中できる雰囲

気を作るよう意識す

る。 

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

 

・ロールプレイの振り返 

り 

 

リ・コ…見本やロールプレ

イを行い、どのように感じ

たか問う。 

・質問例 

「上手に断るコツができて

いましたか?」 

「ロールプレイやってみ

て、どう思った？ 

 

コ…感想を板書する。 

 

・感想を話す。 

・感想が言える児童

と具体的に言える児

童に分かれたが、「次

に誘われたときは、理

由を言ってから断る

ようにしたい」 など

と話していた。 

  

 

コ…感想をいうこと

が苦手な児童には、

「はい」、「いいえ」で

答えられるような質

問をする（「コツを使

うことができてい

た？」など）。 

 

リ・コ…感想が言え

たことについて褒め

る。 



34 

 

ターゲットスキル『 挨拶をする 』 

わいわいプラス城陽教室 

 
 

 

 

 

 

 活動内容 スタッフの動きや声かけ 

リーダー(リ)、コリーダー(コ) 

児童の様子 指導上の留意点 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・自己紹介 

 

・活動開始の挨拶 

・活動の説明 

・どんな挨拶があるか

考える。 

 

・挨拶のコツ 

 

 

 

 

 

 

 

リ…初めて参加する児童に自

己紹介するよう促す。 

リ…開始時の挨拶をする。 

リ…活動の説明を行う。 

リ…どんな挨拶があるか聞

く。 

リ…どんな挨拶の仕方が気持

ち良いか聞く。 

コ…ホワイトボードに児童の

考えを板書する。 

リ…挨拶のコツの書かれたシ

ートを提示する。 

・自己紹介する。 

 

・挨拶する。 

・説明を聞く。 

・知っている挨拶があ

れば、手を挙げて発言

する児童もいた。 

 

 

 

・コツを真剣に聞いて

いた。 

 

 

 

 

リ・コ…児童が話し

やすいようヒントを

出す。 

例)「朝起きたら何て

言う?」 

 

以後、コツは見やす

いところに提示し続

ける。 

モ
デ
リ
ン
グ 

・職員のロールプレイ

を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員のロールプレイ

の感想を話す。 

リ…事前に「良い例」と「良く

ない例」をすると伝える。ま

た、その都度設定も伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リ…両者の違いは何か、コツ

は出来ていたか、どのように

思ったかなどを問う。 

質問例) 

「コツは出来ていました

か?」 

「どのように感じました

か?」 

コ…感想を板書する。 

・ロールプレイを見る。 

・ロールプレイ中、演技

を見て少し笑ったり、

隣と話したりする児童

もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

・コツを見ながら、感想

を自身の言葉で話せる

児童がいた。 

例)「良い例は、相手を

見て元気な挨拶ができ

ていたのが良かった」 

リ・コ…「コツ」に

沿った断り方ができ

ているかを見るよう

に意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リ・コ…感想を言え

ない児童には、コツ

ができていたかなど

を問い、考えられる

ようにする。 

○挨拶のコツ 

・相手の顔を見る。 

・相手に体を向ける。 

・相手に聞こえる声で 

・挨拶されたら返事す

る。 

【設定】 

・教室の中で待ってい

るときの「おかえり」 

・学校から教室へ帰っ

てきたとき「ただいま

ま」 

【良い例】 

コツを取り入れ、元

気に 

【良くない例】 

相手を見ず、小さい

声で 
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リ
ハ
ー
サ
ル 

・ロールプレイする。 

 

リ…ロールプレイの順番を伝

える。 

リ…直前にもう一度設定を伝

える。また、挨拶のコツの確

認も行う。 

 

コ…やり方がわからない児童

には、その都度コツを確認す

るなど声掛けを行う。 

コ…ロールプレイを集中して

見るよう声掛けする。 

・声掛け例) 

「しっかり見ようね」 

・順番通りロールプレ

イをする。 

・待っている児童はロ

ールプレイが行われて

いるほうへ体を向け

る。 

・人前でロールプレイ

をすることに恥ずかし

がる児童もいたが、コ

ツを意識しながら取り

組んでいた。 

リ・コ…ロールプレ

イに集中できる雰囲

気を作るよう声掛け

をする。 

例)「している人をし

っかり見ようね」 

リ…ロールプレイを

終えた児童には拍手

するように伝える。 

例)「終わった人には

拍手をしようね」 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

・ロールプレイの振り

返り 

リ・コ…見本やロールプレイ

を行い、どのように感じたか

問う。 

・質問例 

「挨拶のコツができていまし

たか?」 

「良い例、良くない例を比べ

てどう思いましたか?」 

・感想を話す。 

・感想が言える児童と

具体的に言える児童に

分かれた。 

例)「コツを使ったほう

が優しく見える。」 

コ…感想を言うこと

が苦手な児童には、

「はい」、「いいえ」

で答えられるような

質問をする。 

 

例)「コツを使うこと

ができていた?」 

リ・コ…感想が言え

たことについては褒

める。 

 

 

 活動内容 スタッフの動きや声かけ 

リーダー(リ)、コリーダー(コ) 

児童の様子 指導上の留意点 

【設定】 

・教室の中で待って

いるときの「おかえ

り」 

・学校から教室へ帰

ってきたときの「ただ

いま」 
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事例５ 全学年        

京都府立こども発達支援センター(京田辺市) 

 

⑴ 実施機関の紹介 

当センターは、診療所と児童発達支援と保育所等訪問支援と相談支援を行って

おり、平成３０年１０月から放課後等デイサービスを開始している。 

診療所に通院する子ども達の中には、支援学級や支援学校の対象になる程ではなく、

受けられる支援が限られている、通常学級の中で困り事を感じている発達障害などの

子ども達も多い。友だちと関わる上や集団活動の中で知っておくと良い事をＳＳＴ等

の活動を通して学べる場所となるように、放課後等デイサービスを始めた。放課後等デ

イサービスを利用する前には、当センター診療所を受診して担当医師と相談してもら

い、ＳＳＴの必要性や時期について医師の判断も受けている。 

また、希望の方には、放課後等デイサービスと合わせて保育所等訪問支援を利用しても

らい、学校への訪問を通して学校との連携が行いやすいようにしている。 

 

⑵ ＳＳＴに取り組もうと思った理由 

   学校生活や集団活動の中で困り事を感じている発達障害などの子どもたちの主な困

り事の１つに、友だちとの関わりが上手くいかない、相手の気持ちが分からないという

ことが挙げられる。友だちと関わる上や集団生活の中で知っておくとよい知識やスキ

ルを具体的に整理して学んでもらい、学校生活や友だちとの関わりの中で、より過ごし

やすくなってもらいたいと考えている。 

  

⑶ 通所児とクラス設定について 

令和２年度、放課後等デイサービス通所児童は、全員で４５名、小学２年生～中学２

年生となっている。診断までは付かず疑いのケースもいるが、主には発達障害の子ども

達で、不安等の感情コントロールが難しい子どももいる。 

１日の通所人数は１０名で、２クラスに分けて活動している。１クラスは、約５名とし

て基本２学年以内の年齢幅になるようにし、理解力や課題に向けた取組内容に大きな

差が出ないようなメンバーにしている。 

 

⑷ スタッフ体制 

児童発達支援管理責任者１名、クラス担当（ＳＳＴ実施）職員４名（１クラスに２名

担当）で行っている。また、ボランティアとして大学生が１名入っている。職員１名が

活動を進めるリーダー役を担い、それ以外の者でコリーダー役として子ども達のフォ

ローや個別対応に当たる。 

 

⑸ 保護者への参加案内や説明 

放課後等デイサービスの事業内容について希望される保護者に説明会を行い、その
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中でＳＳＴの取組内容等を伝える。その説明を聞かれて、その上で利用希望された方と

放課後等デイサービスの利用契約を行う。年間の通所日の中で、年２回保護者にも子ど

も達の活動に参観や参加をしてもらう日を設定。また、日々のフィードバックについて

は、放課後等デイサービスの送迎を保護者にお願いしているので、迎えに来てもらった

保護者に、その日の活動内容や子ども達の様子を口頭や子ども達が取り組んだプリン

トの提示等で伝達している。その中で、ターゲットスキルのポイントや家で取り組んで

もらいたい事等も伝えている。 

 

⑹ ＳＳＴ実施期間や回数、時間 

   放課後等デイサービスの通所期間を１年間（４月～３月）と決め、１年を通してＳＳ

Ｔを実施している。在籍クラスの通所曜日を決め、子ども達は週１回通所している。基

本毎週ＳＳＴの内容を取り入れた活動を行い、年間で約４５回実施。１回の活動時間は

１時間３０分で、その中でＳＳＴのセッションでの活動時間は３０～４０分間。残りの

時間で、集団遊びを行い、ＳＳＴに関する要素や取り組んだ内容が繋がるような活動内

容も設定している。 

 

⑺ ターゲットスキル 

「話を聞く時」「話す時」「自己紹介の仕方」「誘う時」「断る時」「断られた時」「仲間

に入る時」「友だちと意見が違った時」「あたたかい言葉がけ」「いろいろな気持ちを知

る」「気持ちの伝え方」「謝る時」「退いてほしい時」「貸してほしい時」「静かにしてほ

しい時」「話しかける時」「気持ちの温度計」「表情の違いを知る」「会話の続け方」「相

手が話しやすい聞き方」など。 

 

 ⑻ セッションの流れ 

   クラス毎に子ども個々やクラス全体の様子からターゲットスキルや取組内容を決め

ている。クラス在籍児の多くに共通する課題や学校生活等で子ども達が実際に使用す

る場面が多くスキルの有無の影響が大きいものを優先して取り組んでいる。子ども達

から、学校の出来事で困った事や悩みに関する話が出て、その内容で取り組む事もある。 

低学年や認知面の理解が難しいクラスでは、行動面を中心としたＳＳＴの活動に取り

組む事が多い。 

   高学年以上や認知面の理解もできるクラスでは、行動面だけでなく、認知面に関する

内容も取り入れてＳＳＴの活動を取り組む。 

１つのターゲットスキルや内容に関して、必要に合わせて複数回（例えば１ヶ月程４

～５回）継続して取り組む。複数回取り組むので、その中で欠席した子どもの対応（１

回欠席しても次の回でフォローする）も行える。 

 

  グループ１ 

  １．在籍児童について 

    小学校 5～6年生の 5人クラス(女児 3人,男児 2人)。知的にそこまで遅れは見ら

れないが自分自身の気持ちへの気付きや、相手の気持ちを推察する力が弱く、場の状
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入口 

況を理解することを苦手としている児が多い。年齢に比べると幼い遊びを好み、友だ

ちと関わる遊びよりも 1人で遊ぶことを好む児もいる。 

 

２．年間の取組内容 

４月上旬～ ５月下旬 クラスの関係作りとして、集団遊びや自己紹介の活動を  

行う。 

    ６月上旬～ ７月下旬 ターゲットスキル「話を聞く」「聞き方の違いを知る」 

    ８月上旬       ターゲットスキル「良い気持ちと嫌な気持ちを知る」 

    ８月中旬       自分の目標を考える。 

    ８月下旬～ ９月上旬 ターゲットスキル「誘う」 

    ９月中旬～１０月上旬 ターゲットスキル「断る」 

   １０月上旬～１０月下旬 ターゲットスキル「表情」（表情の違いや感じ取り方を知

る、自分の表情を知る。） 

   １１月上旬～１１月中旬 ターゲットスキル「会話の続け方」（表情と返答の言葉） 

   １１月下旬～１２月中旬 ターゲットスキル「あたたかい言葉がけ」 

    ※  箇所についてセッションから記述する。 

 

３．準備物 

     ホワイトボード、子どもそれぞれが使用する机と椅子、放課後等デイサービスの

取組のねらいを書いたプリント、クラスの約束事を書いたプリント、クラスの子ども

達の写真や名前、活動の流れを書いたプリント、活動のテーマに合わせたスキルポイ

ントや場面設定等を書いたプリント、活動時に子ども達が記入するプリント 

 

４．部屋の設定               

説明時                     ロールプレイ時 

 

                               

 

 

  

                   

 

 

 

 

※令和２年度は、新型コロナ感染拡大防止のため、間隔を空けて子ども達の個人用の 

机を配置している。それまでは、机を合わせて横に並ぶように座席を配置していた。 

 

５．セッションの流れ 

リーダー 

コリーダー 

リーダー 

コリーダー 

入口 

ホワイトボード 

   

  

ホワイトボード 

   

  

コリーダー

ー 

コリーダー 
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    別紙参照 

 

６．実施を振り返って 

①参加児童や保護者からの感想など 

  SST 以外の活動の中で学んだスキルを実施する児の姿が見られたり、その姿を見た

別の児が職員にその状況を伝えてくれる場面が見られた。 

  様々なターゲットスキルに取り組む中で、学んだスキルを使ってみたという話を子ど

もから聞いたり、実際に友だちと関わっている時の姿に変化が出てきたりしている。保

護者からは、トラブルが多かったのが減ってきた、友だちと遊べることが増えた、言葉

の言い方が優しくなった等、実生活の中で変化が出てきた子どもの姿を話されることも

ある。 

 

②うまくいったこと、やってみてよかったこと 

・ロールプレイをする際に、みんなで一斉に行うと、自分の意見を発表できなくなる児

がいたため、ロールプレイをする際の方法を全体から小グループに分けた。全体でロ

ールプレイを行うよりも小グループに分けた方が児の参加率が上がった。 

・ターゲットスキルを変えながらも同じような流れで活動を進めていくことで、子ども

たちも流れを把握しやすくなり、見通しをもって活動に参加しやすくなった。 

・ロールプレイを繰り返していくことで、ふざけてしまう子もふざけた後に自ら優しい

言い方でやると言ってやりなおそうとするなど、積極的に参加するようになった。 

  ・学校での友だちとの関わりでの困ったことやこのような対応をしたがよかったのか

ということに対して、子どもたちからの発言が多くなり、話をする時間を作ることで、

自分たちの意見をしっかりと伝えることができるようになった。自分たちの困り事

について考えるときに、意見がなかなか出ないと、子どもたちから話し合う体制にな

って話をした方がいいと言い、向かい合って話をすることで、質問をしたり、意見を

伝えたりすることができた。 

 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

・毎週 SSTの活動を行っているので、同じターゲットスキルの話が続くと、子どもた

ちが慣れてくる中で、見通しを持って取り組める児と空きが生じて集中が下がる児と

が出てくる。 

  ・ロールプレイを見た後の友だちからのフィードバックでは、良かったところよりも気

になったところに対するフィードバックが多くなってしまう。良かったところを伝

える等、フィードバック時の約束事が必要。 

  ・自分たちの困り事について考えていくときには、ポイントを考えてロールプレイでき

るものもあれば、学校の環境などの多くのことが影響しており、解決が難しいものも

あるため、お互いに思いを伝え合うことはできるが、最終的にどのようにしたらいい

ということに結びつけにくいことがある。 
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ターゲットスキル『 会話の続け方  』 

                       子ども発達支援センター
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活動内容
スタッフの動きや

声かけ
児童の様子 留意点など

リ
ハ
ー

サ
ル

2グループに分かれ

返答②のロールプレ

イを行う。

友だちのロールプレ

イを見ている人は友

だちの良かったとこ

ろをフィードバック

する

㋷㋙各グループで

話す役をする。1人

数回できるように

して、具体的な表

情や返す言葉を

フィードバックす

る。

・ロールプレイで

ふざけてしまう児

がいた。

・お互いに良いと

ころを伝え合うこ

とができたが、で

きていないことを

伝えてしまう児も

いた。

・ロールプレ

イになると参

加できない児

がいるため、

参加できる部

分を見つけて

いく。

・友だちに意

見をフィード

バックすると

きの注意点(で

きているとこ

ろや良かった

ところを見つ

けて伝えるこ

と)を伝えてお

く。

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク

各グループのロール

プレイで出た意見や

友だちの良かった点

について共有。

㋷それぞれのグ

ループで出た感想

を聞いていく。

㋙答えにくい児に

ついてフォロー。

㋷表情や言葉の返

し方で相手の受け

取りかたが変わっ

てくることを確

認。今後友だちと

話すときに実践し

てほしいことを伝

える。

・終了の時間が近

づくと集中力が切

れてしまい発表す

ることが難しい児

がいた。

・集中力が切

れてしまう児

に対してフォ

ローを入れ

る。
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事例 6 小学校 中学年・高学年             

児童デイサービスあん(井手町) 

 

(1) 実施機関の紹介 

事業形態：児童発達支援事業、放課後等デイサービス事業 

定員：午前 2 名、午後 8 名 

利用時間：(児童発達支援事業) 10：00～13：00 

(放課後等デイサービス事業) 14：00～17：00 

職員配置：児童発達支援管理責任者 2 名、保育士 1 名、児童指導員 1 名、心理指導 1 名 

(2021 年 1 月現在) 

 

⑵ ＳＳＴに取り組もうと思った理由 

開設当初より「働くことができる大人」を目指した療育に取り組んできたが、この数年は特にコ

ミュニケーション支援の必要性を感じる場面が増えたため、適切な対人スキルを身に付けること、

集団活動でのコミュニケーション支援の実施を検討するため、京都府発達障害者障害者支援セ

ンターはばたきへの相談、ご協力のもと平成 29 年度からＳＳＴを開始。 

さらに、ＳＳＴのニーズはあるものの実施機関が少ないという地域課題もあったことから、「地域

貢献」を目的として、また職員の人材育成を目的としたことも実施理由の一つ。 

 

⑶ 参加児童について 

当事業所を利用しており、言葉でのコミュニケーションが可能な児童を対象とした。小学 2 年

生から 4 年生までの計 7 名 (全員男児)。 

 

⑷ 保護者への参加案内や説明 

・ＳＳＴ教室の開催（土曜日／月 1 回）を実施するプリントを作成して対象者へ案内。 

・保護者送迎、参加費は 500 円（1 回）とした。 

※実施日までに参加者に対してＳＳＴ教室のお知らせを配布、5 回の日程やＳＳＴ教室について

説明を行った。 

 

⑸ スタッフ体制 

・児童デイサービスあんスタッフ 4～5 名 (リーダー、コリーダーは特定のスタッフが交代で実施) 

・研修生 1 名 

 

⑹ ＳＳＴ実施期間や回数、時間 

・平成 30 年 9 月～平成 31 年 1 月。1 回あたり 90 分×5 回の実施とした。 

 

⑺ 準備物 

  ホワイトボード、磁石、ホワイトボード用のペン (黒、赤)、掲示用プリント (ターゲットスキルに関

するポイントや説明に使用するもの)、ウォーミングアップ・モデリング・リハーサル・遊びタイムで使
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用する小物 (椅子、ボール、本、ブロックなど)、ハンドサイズカード (約束やポイントを記したもの。

スタッフが携帯し、必要時に使用)、鉛筆、消しゴム、振り返り用紙、宿題、修了証 (最終回のみ)、

ファイル (初回に一人 1 冊配布)、シナリオ、椅子、机 

 

⑻ 部屋の設定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑼ ターゲットスキル 

ターゲットスキル一覧やインターネット、書籍などを参考にし、参加者の個別支援計画の内容と照

らし合わせながら、身に付けてもらいたいスキルを考えた。また、保護者あての参加申込書に身に付

けてほしいスキルを記入できる欄を設け、保護者の意向も参考にした。 

 

【第 1 回：自己紹介、第 2 回：話を聞く、第 3 回：話しかける、第 4 回：頼む、第 5 回：断る】 

当初、全 5 回のターゲットスキルを決めていたが、実施時の様子、理解度、参加者同士の関わり

方などを見た上で検討を重ね、ターゲットスキルを変更した。 

 

⑽ セッションの流れ 

①ウォーミングアップ 

②ＳＳＴ教室の約束の確認 

③前回の振り返り、宿題の確認 

④学習タイム (インストラクション、モデリング、リハーサル)  

⑤遊びタイム (その日のターゲットスキルを般化できるようなゲームを設定)  

⑥まとめ、宿題の説明⑦振り返りシートの記入 

 

⑾ 保護者へのフィードバック 

毎回の取り組みについて連絡帳に記入、迎え時に口頭での引継ぎを行った。また、次の回が始ま

るまでに、利用時もしくは電話連絡にて宿題の取り組み状況やその時の様子について聞き取りを行

った。 

第 1 回に保護者に別室にて、ＳＳＴ教室の流れ、宿題の取り組み方について説明を実施した。 

 

⑿ 実施を振り返って 

①参加児童や保護者からの感想 

【参加児童】 

  「ゲームが楽しかった」という内容を振り返りで書く児童が多かった。「話しかけるときに名前を

呼ぶことが分かった」と記入している児童もいた。 

  参加者 

  スタッフ 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

キ
ッ
チ
ン 

コリーダー 

リーダー 
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【保護者】 

  「本人が楽しく参加できてよかった」、「(家庭、学校などで) 学んだことを実践できる部分もあっ

た」などの感想が聞かれた。 

 

②うまくいったこと、やってみてよかったこと 

【参加児童】 

ア  参加者に合わせたシナリオ作り、リーダーが読み上げるセリフやスタッフの動きなどを細

かく設定し、内容を練ったシナリオを作成したことで、毎回参加者の様子に合わせて丁寧に

考えることができた。また、シナリオがあることでスタッフ全員が流れを共有し、リーダー、コリ

ーダーを変更しても実施することができた。 

イ  普段の放課後等デイサービス事業の利用時とは違う一面を見ることができたこと。 

        ＳＳＴ教室では参加児童同士でリハーサルをすることやチームになってゲームをすること、

自由に意見を出してもらうことで、これまでとは違う姿を見ることができた。新たに見えた一

面はアセスメントになり、それを踏まえた上で、回を重ねて活かすことができた。 

ウ  リハーサルを通して、参加児童同士で褒めあうことで嬉しそうな様子が見られたこと 

エ  参加者同士の関わりを増やすことができたこと 

 

【スタッフ】 

ア  スタッフ全員の参加によって、ＳＳＴ教室の内容や雰囲気について体験を通して理解するこ

とができた。支援に対する意図が分かりやすくなり、スタッフ間の連携がしやすくなった。また、

コミュニケーションに関する支援について、利用者からのアプローチを待つこと、聞き出すこ

と、誘導すること、ほめることなどＳＳＴ教室を実施するまでと比較して、スタッフが意識的に取

り組むことができた。 

イ スタッフも一緒に楽しむことができた。 

        ウォーミングアップやリハーサル、ゲームにサブスタッフやコリーダーが参加し放課後等デイ

サービス事業の利用時とは違った雰囲気の中で、スタッフも一緒に楽しむことができた。 

ウ ＳＳＴを通して他機関とのかかわりを持つことができたこと 

 

③うまくいかなかったこと、難しかったこと 

ア 打ち合わせの時間設定を計画的に行うことの難しさ 

日々の支援と同時並行でＳＳＴ教室の準備を進めるため、スタッフ全員で打 

ち合わせをする時間を確保することが難しかった。さらに、毎回の内容につい てシナリオ

を作成し、細かく実施内容を決めていたが、その作業に時間がかかったことも打ち合わせ

の時間設定のしにくさに影響した。 

 

イ 参加人数の設定 

        ７人での実施は場所に対して人数が多く、参加者の対応をしたサブスタッフからは表情

が見えにくかった。また、全員の様子やそれぞれ参加者同士の関わりが把握しにくい部

分もあった。ただし、リハーサルでは小グループに分かれて実施し、回数を重ねて練習で

きたこと、フィードバックを各グループのスタッフから丁寧に行うことができたこと、遊びタ

イムをにぎやかに取り組むことができたことなど良い点もあった。 

 

ウ ターゲットスキルの設定 

     実施前の想定したターゲットスキルが参加者の実態と異なる場合もあり、毎回ターゲッ
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トスキルを検討し直した。参加者にとって適切なターゲットスキルを選定することが難しか

った。 

 

エ 想定外の子どもの反応 

      遊びタイムの時に参加者同士でトラブルになることや参加者によってはモデリングの時

に感情移入をしすぎて落ち込んでしまうことがあった。想定外のことが起こった時には個

別対応することもあったため、別室にもワークシートや掲示物など使用する同じ資料を用

意しておき、対応できるようにした。感情移入については、その後の回のモデリングの内容

をスタッフ間で吟味してネガティブな感情に引きずられすぎないような内容を考え、その場

でもフォローできるようにした。 

 

オ 保護者のＳＳＴ教室への理解を深めること 

      ＳＳＴについての理解度や取り組み方については、家庭でも積極的に取り組んでくださ

った参加者は般化につながりやすかった。実際の様子をビデオなどで振り返りながら様

子を伝えると、保護者にとってもよりイメージしやすいものとなったかもしれないと感じた。

宿題についても保護者にとっても負担に感じないような内容を検討する必要があった。 

 

※今後の課題について 

カ 内容の充実、専門性の向上 

     研修会の参加、他機関での実施内容を知る機会を作るなどしてスタッフ、事業所が自

己研鑽し、参加者に合わせた内容を検討することができるようになることは継続していく

ことが重要。 

 

キ リーダー、コリーダーを担える人材の育成 

     誰でも担うことができるようにシナリオを細かく作成した。リーダー、コリーダーに必要な

着眼点や注意点などをスタッフ間でも共有し、主担当以外のスタッフもシナリオの作成、

セッションの実施ができるようにしていくことはまだまだ課題だと感じる。 

 

ク 対象者の拡大 

    面識のない方を対象とすることへの難しさはあるが、対象を地域に広げながら、地域の諸

資源や機関と連携して実施できるようにしていきたい。 

 

⒀ その後のＳＳＴの実施状況 

        放課後等デイサービス事業の特定の曜日で、学年が近い方 3～4 人に対して、１～2 時

間程度の時間でＳＳＴを集団で実施する時間を設定している。 
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事前準備

活動内容 スタッフの動きや声かけ 児童の様子 留意点など

【今日のテーマを

知る】

〇：「今日のテーマは、「友達が嬉しくなる

ような聞き方をしよう」です。」

S1:テーマを貼る。

E:雨がきつく

なり窓の外

へ意識が向

き気味の様

子。

【紙芝居を見る】

・良くないパター

ン

①太郎君に花子

さんが話しかけ

ているイラスト

（太郎君は花子

さんを見ていな

い）

②つまらなさそう

な表情の花子さ

んのイラスト

〇：「今日はまず、紙芝居をしようと思いま

す。友達同士でお話をしている紙芝居で

す。」

S1:良くないパターンのイラスト①②を

WBに貼り、○のセリフに合わせて②のイ

ラストの上に「つまんない」の吹き出しを

貼る。

○：「こんなふうに一生懸命話しているの

に、相手が話をよく聞いていなかったら嫌

な気持ちになってしまいます。話の聞き方

の違いで悲しい、嫌な気持ちになったり、

反対に相手が嬉しくなったりすることもあ

ります。今度は上手な聞き方をしている太

郎君と花子さんの会話を見てみましょ

う。」

C:S1の動き

に視線がつ

られていた。

WB（ホワイト

ボード）に掲示

して説明

ターゲットスキル『話を聞く』

児童デイサービスあん

児童：A・B・C・D・E　／スタッフ：○（リーダー）・S1（コリー

ダー）・S２・S３・S4

※事前に掲示物①SST教室

の流れ②SST教室のルール

は壁に掲示済。

※各スタッフは必要な時に児

童に確認してもらえるように

「SST教室のルール」の手持

ち用を持っておく。

 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
（

一
○
分
）

WBイメージ

②

③

④

①

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

キ
ッ
チ
ン

A
B

C

D

E

○

1

2

3

4

□ スタッフ

○ 児童
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・良いパターン

③花子さんが太

郎君に話しかけ

ているイラスト

（太郎君は笑顔

で花子さんの方

を向いている）

④花子さんの笑

顔のイラスト

〇：「では次に、上手な聞き方をしている

太郎君のお話です。」

S1:良いパターンのイラスト③④をWBに

貼り、〇のセリフに合わせて③には「話を

聞いてくれているとわかる」の吹き出しを

貼り、④には「話を聞いてくれて嬉しい」

の吹き出しを貼る。

【話を聞くときの

ポイントを知る】

・話している人に

顔を向ける

・最後まで黙って

聞く

・頷く←よりかっ

こよくなるポイン

ト！

○：「友達が嬉しくなるような聞き方がで

きると，相手も嬉しいし，自分もその友達

のことがよく分かってもっと仲よくなること

ができます。今日は友達が嬉しくなるよう

な話の聞き方ができるように練習をしま

す。」

〇：「では、どんな聞き方をすれば良いで

しょうか。今日のポイントを見てくださ

い。」

S1:良いパターン③④のイラストだけ残

し、ポイントを追加で掲示。

WBに掲示して説明

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

 〇：「『話をしている人に顔を向ける』こ

れは、SST教室の3つ目のルールと似て

いるね。自己紹介の時にも「相手の方を

見る」というポイントがありました。前回は

みんな相手の方を見て練習することがで

きていました！今日はもう少し見る範囲を

狭めて、相手の方に顔を向けるようにしま

しょう。そうすると相手からはちゃんと聞い

てくれているんだなと思ってもらえて、良

い印象を持ってもらえます。」

〇：「『最後まで黙って聞く』これもSST教

室の2つ目のルールと同じです。人の話

の途中で話しだしてしまうと、相手は嫌な

気持ちになってしまいます。相手が話し終

わってから自分の話をすると、お互いが

気持ちよくおしゃべりをすることができま

す。」

A:どこを見て

いるか分かり

にくい。

C：「つまんな

い」のセリフ

に泣きそうに

なっていた。

D:紙芝居を

見ることがで

きていた。

E:あまり見て

いない。

※言葉だけ

よりも絵が

あった方が

注目しやすい

様子。

WBイメージ

③

④

ポイ

ント

WBイメージ

②

① ③

④
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〇：「今言ったこの3つのポイントを守って

話を聞くことができると、相手の人は

「ちゃんと話を聞いてくれている」ことが

分かって、嬉しい気持ちになります。また、

もっと仲良くなりたい、もっとお話がしたい

と思ってもらえるようになるかもしれませ

ん。そのために、今日はこのポイントを守っ

て話を聞く練習をしてみましょう。」

S２:外の様子が気になっているEのため、

窓側に移動してEの視線を切り、〇の説

明に気持ちを向けやすいようにした。

E:S2の体の

横から覗き

込むように外

を見ようとし

た。

モ
デ
リ
ン
グ
（

一
○
分
）

【モデリングの説

明を聞く】

〇：「では、実際にS1とS3におしゃべりを

してもらいます。S3が話す役で、S1が聞

く役です。みんなには話している人の気

持ちを知ってもらうために、S3には後ろか

ら話してもらいます。さっき「話している人

に顔を向ける」と言ったけど、今だけは聞

いているS1の方を見ていてください。み

んなはS1がどんなふうに聞いているか見

ながら、どんな聞き方をされると嬉しくな

るか考えてみてください。お喋りの最初と

終わりには合図をしてもらうので、その間

だけはS1を見ていてね。」

【モデリングを見

る】

・良くないパター

ン

①相手の方に体

も顔を向けない。

興味がなさそうな

態度。

(台本別紙)

S3：開始と終了の合図をする。

S1:良くないパターン①のモデルを見せ

る。

S3：台本に沿って話をする。

○：モデリングの間は後ろへ移動する。

S２・S4：S1を見るように声かけや促しを

する。

B:ダメな例だ

と分かってい

るのかニヤリ

とした表情。

※児童の後ろ

側からS3が話

す。児童に聞き

手の態度によっ

てどう感じるか

体験してもらう。

S1を見るように

注目を促す。

聞

子ども

話

WB

S3

S1
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〇：「みんな、今のS1の聞き方はどうだっ

た？どこを向いていたかな？」

S２：Eの発言の時に、「SST教室のルー

ル」を見せてルールを確認してもらった。

発言の後にはルールを守った発言ができ

ことを褒めた。

●全然見て

いなかった。

A:自ら挙手

「よそ見して

た」と言い、

〇の「誰の方

見るんだっ

た？」に対し、

S３を指差し

た。

E:○の「誰の

方見るんだっ

た？」に対し、

「S3！」と言

い、スタッフ

の促しでその

後に挙手を

した。

「●」は予想さ

れる児童の反

応。

※1つ目のポイ

ントができてい

たかどうか、気

付きを促す声掛

け等をする。

※気付きがあ

れば発言の促

しを行う。

〇：「そうだね、体も横に向いていたね。こ

んな態度で聞かれていたらどんな気持ち

かな？」

※促しても意見出なければ、S3に尋ね

る。

●嫌な気持

ち。

B:S3が発言

するときは頭

を後ろに倒し

て見ようとし

た。

D:S3が発言

するときはS3

の方を振り

向いた。

【モデリングを見

る】

・良くないパター

ン

②体は向いてい

るが、話の途中

で自分の話をし

だす。

(台本別紙)

〇：「じゃあ、今度はS1に「話している人

に顔を向ける」ということをよく意識しても

らってもう一度やってみましょう。」

S3：開始と終了の合図をする。

S1:良くないパターン②のモデルを見せ

る。

S3：台本に沿って話をする。

○：モデリングの間は後ろへ移動する。

S２・S4：S1を見るように声かけや促しを

する。

全員：S1の

様子を見て

いる。

【気付いたことを

発言する】
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モ
デ
リ
ン
グ

〇：「今度はどうだった？顔はS3の方に向

けて聞くことができていました。他の聞き

方のポイントはできていたかな？」

S２・S４：二つ目のポイントについてでき

ていたかどうか、それぞれ児童に声かけ。

●途中で自

分の話をして

いた。

A:○を見な

がら挙手。

「自分のこと

しか話してな

い」と発言。

E:「ちゃんと

話し…」と言

いかけて促さ

れて挙手。

※２つ目のポイ

ントができてい

たかどうか、気

付きを促す声掛

け等をする。

※気付きがあ

れば発言の促

しを行う。

〇：「そうだね、まだS3が話している途中

なのに、S1は話を始めてしまったね。今の

聞き方は、S3、どう思った？」

S3：今は私が話しているのに、ちゃんと聞

いてくれないと嫌だ。

【モデリング】

・良いパターン

ポイントを守り、

適度に頷きも入

れる。(台本別紙)

〇：「今の聞き方では、嫌な気持ちになっ

てしまうんだね。では、もう一度、『体を向

ける』『最後まで黙って聞く』ということを

守って、聞いてみましょう。」

C:モデリング

の途中は下

を向き気味

だった。

【気付いたことを

発言する】

〇：「ありがとうございました。さっきできて

いなかったポイントが守れて良い聞き方

だったと思います。みんなはどう思った？」

S2：Eの発言後、挙手してから発言でき

たことを褒めた。

○：それぞれの発言に対して同意を示し

たり、発言が出にくい時にはポイントを伝

えてできていたかどうかを質問するように

した。

●頷くことも

していたし良

かった。

E:「はい」と

言いながら

挙手。「ちゃ

んと聞けて

た」と発言。

※3つ目のポイ

ントに気付きに

くそうであれ

ば、S3にリー

ダーから質問を

する。

【気付いたことを

発言する】
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モ
デ
リ
ン
グ

A:E君の発

言の後、挙手

して発言。

B:発言を促

されるとうつ

むいていた。

○の「最後ま

で聞くできて

た？」の質問

に顔を反らし

ていた。

C:発言を促

されるとうつ

むいていた。

○の「頷くが

できてた？」

に対しては答

え辛い様子。

D:○が「顔

見れてた？」

と言ったとき

に、目が合い

頷いた。

E:・○の「最

後まで聞く、

ができて

た？」に対し、

「はい」と答

えた。

リ
ハ
ー

サ
ル
（

二
○
分
）

【グループ練習の

説明を聞く】

〇：「次はみんなにもかっこいい話の聞き

方を練習してもらおうと思っています。今

日もグループに分かれてやってみましょ

う。」

・それぞれのグループに移動してもらう。

①：AB・S３・S

４

②：CDE・S１・

S2
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リ
ハ
ー

サ
ル
（

二
○
分
）

S3・S4：B・Cと一緒に移動する。

S１・S２：D・E・Fと一緒に移動する。

○：フリーで両グループを見る。

〇：「グループに分かれられましたか？で

は、台本を配るので話す役と聞く役に分

かれて練習してみてください。話す役はス

タッフだけでもいいけど、聞く役は必ず

やってくださいね。聞く役の時はさっきの3

つのポイントを思い出しながらやってみて

ください。では、始めてください。」

※ビデオは定

点

※聞く役は必ず

やってもらう。や

りたいようであ

れば、台本を見

ながら話す役も

体験してもらっ

て良い。時間が

余れば、スタッ

フが話しかけ、、

ポイントを守っ

て聞くことを意

識して取り組ん

でもらうように

する。

【グループ練習】

①

・一人ずつスタッ

フ対子どもで取り

組んだ後、子ども

同士でも取り組

む。

②

・スタッフ対子ど

も3人で一斉に

取り組んだ後、1

対1で取り組む。

S全員：各グループで順番、ペアを決めて

リハーサルを開始。発表者だけではなく、

発表をしている児童に対して拍手を送

る、プラスの感想を伝えてくれた児童に対

しても、しっかり褒めた。

○：フリーで両グループを見ながら、良

かった点について褒める。

【グループ練

習】

①

・「どっちからす

る？」→Bが挙

手。

・Bが終わると、

A小さく拍手。

・児童同士の

会話では即興

で話し、内容に

ついて尋ねた

り、感想を伝え

たりするなど、

話を聞くと共に

会話が成り

立っていた。

②

・Dはリアクショ

ンもよく、聞くこ

とができてい

た。

※台本は話す

人にのみ配布。

※順番やペア

などは各グルー

プで決める。今

回もフィード

バックをしっか

り行うこと。ロー

ルプレイできた

こと自体を褒

め、具体的に良

かった点をポイ

ントに即して伝

える。
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【発表】

・一人目

DとS1が発表

S1：Dの相手役をする。発表後、「しっか

り聞いてもらえている感じがして嬉しかっ

た」とDにフィードバック。

【発表】

〇一人目

D：スタッフの

促しでやる

気になり、S１

が挙手し、D

とやることを

発言。S１の

方を見て、

時々首を縦

に振って頷き

ながら聞い

た。

【発表】

・二人目

EとS２が発表

S２：Eの相手役をする。発表後は「顔を向

けて聞くことができていた」ことをしっかり

と褒め、「最後まで聞く」のポイントに対す

る気付きのコメントもフィードバックした。

S3：戻ってくるEに「良かったよ」と笑顔で

声をかけた。

○二人目

E：自ら挙手。

S2の方を見

ながら聞くこ

とができた。

話の途中で

「どこで」と

割り込むこと

があった。

【発表】

・三人目

BとS4が発表

S4：Bの相手役をする。発表後、感想を

伝えてくれた時には「ありがとう」と返事

をした。

S3：Cに発表を促しをしたがとても苦手

そうな様子だったため、それ以上は促さ

ず。

○：ある程度発表ができたところで、ポイ

ントを意識して発表できていたことを褒

め、また発表しなかった場合も積極的に

練習に参加してくれたことを褒めた。

○：「ではこれでリハーサルを終わりま

す。」

○三人目

B：EFの発表

後に挙手。S

４に「話す

の？」と確認

あり。聞くこと

を伝えた。初

めは頷きな

がら話を聞

き、S４が話し

終わってから

質問。感想も

伝えてくれ

た。

C：S３が促す

が、首を大き

く横に振って

拒否。
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【ゲームの説明を

聞く】

・時間になれば、着席を促す。

〇：「今日は、ポンポン上げゲームをしま

す。みんなには赤と白のポンポンを一つ

ずつ渡します。右手に赤、左手に城を持っ

てください。S1は見本をしてもらうので逆

に持ってもらいます。○が「赤あげて、ハ

イ」と言ったら赤いポンポンを、「白あげ

て、ハイ」と言ったら白いポンポンを上げ

てください。」

S３：Bがゲームでも「話を聞く」のポイント

が使えることに気付いたことに対し、驚い

た表情を作りながら「ほんとだね！よく気

付いたね」と声をかけた。

B:・説明中に

どうやって上

げるかの質

問。このゲー

ムにポイント

が使えること

に気付いて

発言。

〇：「ここでもさっき学習タイムで練習した

ポイントが使えます。○の方をしっかり見

て、何と言うか聞いていてくださいね。「赤

あげないで白あげて」ということもあるか

もしれないです。言い終わったら「ハイ」と

言うので、最後まで聞いていてください

ね。」

S1：○の声かけに合わせてモデルを見せ

る。声援を送ってくれたEに「ありがとう」

とコメント。

E:・S1が間

違えると、手

を大きくたた

く。「がんば

れー」と大き

な声で声援

を送った。

【ポンポン上げ

ゲームをする】

〇：「では、練習してみましょう。3人ずつ

順番にします。○○君たちのチームから

始めます。見ている人たちは「頑張れ」と

か「上手」とか優しい言葉で応援してあ

げてね。では始めます！」

S全員：チームごとに前に出て練習。児童

の様子を見ながら、時々「間違える」など

の対応を入れていく。見ているスタッフは

発表者に対して声援を送る。

A:ひっかけに

注意しながら

前のめりで

集中して聞

いていた。

B:「黄色あげ

て」で、自分

の服を指し、

「黄色ある

で！」と嬉しそ

うに発言。笑

いを誘う。

C:他のチー

ムが練習して

いる時に「頑

張れー」と声

援を送った。

※チーム交代

で2回ずつ程。

慣れてきたら見

本のスタッフが

わざと間違える

など変化をつけ

ていく。

自
由
遊
び
（

一
五
分
）
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D:積極的に

取り組んだ。

集中しすぎて

隣の子との

距離感まで

意識すること

が難しい様

子だった。

E:「黄色あげ

て」のひっか

けに大きな声

で「絶対ない

のに！」と言

い、Bに対し

「ないって

言ってるや

ろ！」と強め

に声をかけて

いた。

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
（

一
○
分
）

【まとめ】 〇：「今日学習したことを振り返りましょ

う。」

〇：「今日は『話を聞く』時の上手な聞き

方や、相手に嬉しい気持ちになってもらえ

るような聞き方について練習しました。で

も実は今日のポイントは友達とのお喋り

の時だけでなく、家族や先生、スタッフと

のお喋りや、授業中先生の話を聞くとき

にも使えるポイントです。人の話を聞くと

きにこのポイントを守って聞くことができる

と、相手の人にはしっかり聞いてくれてい

るなと思ってもらいやすいです。ぜひ、おう

ちや学校でも今日学んだことを思い出し

ながら、かっこいい話の聞き方をしてくだ

さいね。」
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PART３  

 

 

ソーシャル・スキルトレーニング Ｑ＆Ａ 
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   ＳＳＴセッション以外の打合せや教材つくりの準備、振り返りの時間  

などそれぞれどのくらいかかりますか？ 

    

    

 

ソーシャルスキル・トレーニング Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ１ ＳＳＴのプログラムを検討するとき、参考にする本や資料にはどん

なものがありますか？ 

 

Ａ１ 本冊子の「ソーシャルスキル・トレーニング（SST）の基本的な考え方」（●ペ

ージ）で紹介していますので、参考になさってください。 

 

Ｑ２         

  

 Ａ２ 打合せは、次のとおり概ね３回程度行います。 

         ①企画のための会議  

２週間～１ヶ月前・・２時間程度事前打合せ     

１週間前・・・・・・１時間程度当日打合せ     

直前・・・・・・・・15 分程度 

②教材作りの準備台紙に文字を記載したり、パワーポイントでデータを作 

成するなど１～２時間程度で仕上がります。 

        ③振り返りの時間は、終了後に 15～30 分程度 

翌日や次回企画の検討時に、30 分程度振り返ります。 

Ｑ３  ＳＳＴの実施に必要な経費は、どれくらいですか？ 

どんな経費が必要となりますか？ 

 

Ａ３ 経費は、主に文房具、紙類などで、ほとんどかかりません。 

 

Ｑ４  グループの記録と個人の記録は、どんな内容をどのように書けばい

いでしょうか。どこまで書けばいいでしょうか？ 
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     ＳＳＴを実際の生活の中に取り入れていくには、どうしたらよいで 

      しょうか。 

  

Ａ４ グループの記録は、ＳＳＴを事業所として継続的に企画、実施していく上で重

要です。参加児童は、グループの雰囲気に影響を受けながら参加するため、

記録し、次回のＳＳＴのターゲットスキルや進め方を検討する上で活用します。 

          個人の記録は、ＳＳＴに参加し、多様なソーシャルスキルを身につけていく

過程の記録として重要です。また、放課後等デイサービス提供の中で実施す

る場合は、障害児福祉サービス費の支給を請求することになりますので、報

酬の基準を踏まえた記録を行うようにしてください。 

 

Ｑ５  効果判定にはどのような評価尺度を使えばよいでしょうか。 

  Ａ５ 評価尺度（アンケート）は著作権がある場合があります。インターネットなど

で調べるとソーシャルスキルに関するアンケートを見つけることができますが、

著作権フリーのアンケートがインターネットで見つかるとは限りません。そのた

め、ソーシャルスキルについての本を購入して、その本に掲載されているアン

ケートを使用するようにしてください。また、本に掲載されていてもアンケート

の作成者の連絡先が記載されている場合には、作成者に使用許可を取る必

要があります。 

          本冊子の「ソーシャルスキル・トレーニング（SST）の基本的な考え方」の

参考文献欄に利用可能なアンケートが掲載されている本を紹介しています

ので、参考になさってください。 

 

Ｑ６ 

   

Ａ６ SST のセッションではうまくできても、日常の中で実際にやってみることはな

かなか難しいことです。しかし、SST の効果を見るには現実の生活の中で活

かすことができているかどうか（般化）を把握することが大切です。般化を促

す工夫は以下のようなことが挙げられます。 

 ・ホームワークの設定…セッションで実施したターゲットスキルを家庭や学校

で実施できるようにホームワーク（宿題）を出す方法です。次のセッションで

発表したり、実際にロールプレイをしてみるなど、セッション内でも注目するこ

とが大切です。保護者や教師と連携ができると、スキルを発揮しやすい環境

作りや、スキル実行後にほめるなどの協力も得られるでしょう。 
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     ＳＳＴの実施が難しい次の子どもたちへは、どのように取り組めば 

      よいでしょうか。 

 

 ・自由遊び場面の設定…セッションとは別に、活動の中に自由に遊ぶ場面を

設定します。自由遊びではありますが、スタッフは意図的にスキルが発揮し

やすい環境を設定（例：「上手な頼み方」をターゲットスキルとして学んだ場

合、自由遊びで工作を設定し、物の貸し借りができるよう、ハサミなど必要

な物を少なくして置いておくなど）し、スキルを実行できるよう促します（自発

的に出ない場合は、「こういうときどうしたらよかったかな?」と聞いてみたり、

それでも難しい場合は「貸してって言ってみたらいいよ」と伝える）。セッショ

ン以外でも用いることを意識づけ、日常生活にもつながりやすいと言われて

います。 

 

Ｑ7 

   

Ａ7 それぞれの子どもの状況に応じて、次のとおり取り組みます。 

    ⑴ 知的面でゆっくりな子ども 

ＳＳＴでは、スキルを発揮するべきタイミング（場面）とスキルそのもの（どの

ように振舞うか）を指導します。知的面で発達がゆっくりな子どもは、タイミン

グを理解するのが難しくてもスキルそのものを身につけることはできます。た

とえば、赤ちゃんにバイバイを教える場合は、「友達と離れる時に」というタイ

ミングは教えず、バイバイの「手を振る」という振る舞いだけを教えることが多

いと思います。それと同じようにまずは、振る舞いを教えてあげてタイミングが

理解できるようになったらどんな時に手を振ればいいのか指導するようにし

ましょう。 

⑵ ＳＳＴの流れに乗りにくい子ども 

流れに乗りにくい場合、大きく分けると①SST で何をするのか分からない

ので流れに乗れない、②SST で何をしたらいいかわかっているけれども不

安で流れに乗れない、の２つのパターンが考えられます。 

①の何をするのか分からない場合は、事前にどんなことをするのか伝えて

おく、SST を実施している最中に理解できるように絵や文字を使って説明す

るなどの工夫ができるでしょう。 

②の不安で流れに乗れない場合は、SST に参加することが楽しい経験に

なることを優先します。たとえば、仲のいい友達の隣にいられるようにする。リ

ハーサルでスキルの練習をするときは台本を用意して台本を読めばいいだ

けにするなどの工夫ができるでしょう。 
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事業所がＳＳＴを行う場合、学校とどのように連携したらよいでしょ

うか。 

 

 

     

 

⑶ 本人が困り感を感じていない子ども 

困り感を感じていない子どもは、「スキルを身につけなさい」「振る 舞いを

直しなさい」と指導されても、困っていないのでモチベーションが上がりませ

ん。この場合、指導者が指導しよう修正しようと思えば思うほど子どもにとっ

ては押し付けられた感覚が強くなってしまいます。そこで、子どもが自然に

SST に参加している中で少しでもスキルを発揮している場面を見つけてあ

げて、積極的にほめてあげましょう。ほめる際のコツは上手にできていなくて

も、スキルを使っただけでどんどんほめることです。ほめられることに慣れてく

ると素直に褒められてくれるようになります。  

    ⑷ 衝動性が高い子ども 

衝動性の高い子どもは自分の意思に関わらず動いてしまったり、活  動

から逸脱してしまったりすることがあります。活動に参加しなければいけない

ことが頭でわかっていても体が言うことを聞かない感覚に近いです。この場

合、「活動に参加しなさい」「静かにしなさい」などの言葉がけだけでフィー

ドバックがない場合は効果が見られないことがほとんどでしょう。そこで、立

ち歩いてしまう場合は机と椅子を用意して指導者が後ろに立ち、物理的に

立ち歩きにくい環境を作ります。活動中におしゃべりが止まらない場合は、

活動の中で話をする役割を担当してもらうこともできます。 

また、話を聞くスキルを指導する際に「椅子に座る」「静かにする」 など の

コツを入れて掲示しておいて、できているときにすかさず即時フィードバック

でほめると少しずつできる時間が増えていきます。 

 

Ｑ８ 

   

Ａ８ 連携を実現するのはとても大変なのですが、実は連携を実現するため に

すべきことは特別なことではありません。①学校の先生に会ったときに話しかけ

るか手紙を渡す、②学校の先生に会えない時には電話をする、この２つをでき

るだけ継続するようにしてください。続けていると事業所で行っているＳＳＴに興

味を持ってくださる先生がいつか現れます。 

         学校の先生と子どもの個人情報のやりとりをする場合には、保護者の許可

を事前に取るようにしてください。 

 

 

   Ｑ９   ゆっくり腰をすえてＳＳＴを取り入れる環境にありません。  

必要性をとても感じているのですが、どのようにしたら取り組み

やすいでしょうか。 
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   Ａ９ 事業所内で SST を実践する上で、様々な制限がありなかなか難しいと

感じておられる方も多いかと思います。今回の事例集で掲載しているコーチ

ング型の方法（構造的にインストラクション→モデリング→リハーサル→フィ

ードバックを行う）以外にも、個別面談や集団遊びの中で SST のエッセンス

を活かすことは可能です。たとえば、個別面談で対人関係の困り事を話した

子どもには、今後同じようなことがあったらどんな対応があるか一緒に考え、

スタッフがモデルを見せ、ロールプレイを通して実際に練習してもらい、しっか

りフィードバック（ほめる）をすることができます。また、集団遊びの中でも、対

人間のちょっとしたトラブルが見られたときに、どうしたらいいかを一緒に考

え、その場で練習することもできます。その際には、正しいやり方や常識的な

やり方を一方的に教えるのではなく、スタッフも共に考え、様々なアイデアを出

し合い、子ども自身が選択し、より良い結果が得られるように促すことが大切

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



62 

 

 

 

PART４  

 

 

ソーシャル・スキルトレーニングの実際 

（資料編） 
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〇舞鶴こども療育センター 

◆ターゲットスキル「話を聞く」 

①事例設定のシート 

 

『だるまさんがころんだ』のルール 

 

①  せんせいは、「おに」、みんなは「こどもちーむ」です 

 

② おにが『だるまさんがころんだ』といっているときだけ、 

「こどもちーむ」は あるいて すすみます 

 

③ 「おに」にうごいているところをみられたひとは、 

すたーと にもどります 

 

④ 「こどもちーむ」のだれかが「おに」にたっちできたら 

「こどもちーむ」のかち！ 

 

 ②評価票 

＜人の話を聞く＞ 

話している人を

見る 

1 2 3 4 備考 

顔を体も話

している人

をみていな

い 

キョロキョロし

ているが時々

話している人

をみる 

話している人

をみているが

体が向いてい

ない 

顔や体が話をし

ている人を向

き、顔をみてい

る 

 

話が終わるまで

口を閉じる 

1 2 3 4 備考 

常におしゃ

べりをして

いる 

時々おしゃべ

りをしている 
  

口を閉じて話が

聞ける 
 

その場所にいる 

1 2 3 4 備考 

部屋からで

る 

椅子から立ち

歩く 

落ち着かない

が椅子に座れ

る 

椅子に座って話

がきける 
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〇ちいろば 

◆ターゲットスキル  

感情のコントロール「いらいらオニをおいだしかた」 

事例設定のシート事例設定のシート 

 

 

ふりかえりのシート 
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保護者への手紙 

保護者の皆様へ「イライラオニの追い出し方」 

児童ディサービス・ちいろば 

児童ディサービス・ちいろばでは、お子さんに、「イライラオニの追い出し方」

を伝えています。 

思い通りにいかなくてイライラした時、自分の心の中に「「イライラオニ」がき

たとして、「イライラオニ」を追い出して、事態に対処する方法です。事態を俯

瞰して客観的に見ることができ、冷静に対処するのに有効な方法です。 

お子さんがイライラしているとき、あるいは、保護者の皆様がお子さんにイ

ライラしておられるとき、また、皆様自身がイライラしておられるとき、以下

の対処の仕方を、ぜひ、お子さんと一緒に使ってみてください。 

 

 

 

 

◆ターゲットスキル：上手にたのむ「かして」 

事例設定のシート 

 

 

①深呼吸をする 

②数をかぞえる 

（1，2，3，4，5，6，7，8，9，10） 

③まほうのことばをとなえる 

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」 
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〇わいわいプラス城陽 

◆ターゲットスキル「上手に断る」 

 

①コツが書かれたシート 

   

②事例設定のシート 

 

                                                 

    ①                 ② 

    

    

 

 

 

「上手
じょうず

に断
ことわ

る」コツ 

〇謝
あやま

 る 

〇断

ことわ

る理由

り ゆ う

を言

い

う 

  〇+α フォローする(また今度
こ ん ど

ね。など) 

 

設定

せ っ て い

 低学年

て い が く ね ん

に人形
にんぎょう

あそびにさそわれるが勉強中
べんきょうちゅう

のため断

ことわ

りたい 

● 「いっしょにあそぼう！」 

● 「いまべんきょうしてるからごめん」 

   「またべんきょうがおわったらあそぼう」 
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◆ターゲットスキル「あいさつをする」 

①コツが書かれたシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ②事例設定のシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ①                    ② 

      

 

 

 

 

 

 

「挨拶
あ い さ つ

をする」のコツ 

・相手

あ い て

の顔
か お

をみる。 

・相手
あ い て

に体
からだ

をむける。 

・相手
あ い て

に聞
き

こえる声
こ え

で言
い

う。 

・挨拶
あ い さ つ

されたら返
か え

す。 

設定
せ っ て い

 学校
が っ こ う

からわいわいに帰
か え

ってきた時
と き

 

   ドアから教室
き ょ う し つ

に入
は い

ってくる 

『
「

ただいま！』
」

 

●
ま る

教室
き ょ う し つ

の中
な か

で待
ま

っている 

『おかえり』 

● 
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〇児童デイサービスあん 
◆保護者へのお知らせ 

 

(ソーシャルスキルズトレーニング) 

いつも児童デイサービスあんの取り組みにご理解、ご協力いただきありがと

うございます。今回は、SST教室についてお知らせいたします。 

 

●SST（Social Skills Training）とは？ 

 SSTとは、ソーシャルスキルを学び、練習する場です。 

ソーシャルスキルとは、対人関係を円滑に運ぶための知識とそれを実際にお

こなうための具体的な技術やコツを総称したものです。具体的には、人と関わる

ときのルールやマナーを身につけたり、相手の話をよく聞いたり、自分の意見を

うまく伝えたり、ときに相手の要望を上手に断ったりするための技能です。 

学校生活や社会生活を送る上で、全く人と関わらずに過ごすことはできませ

ん。人と関わる中で、自分自身も相手も気持ち良く過ごしていくためにはコツが

あるのです。 

私たちは、無意識のうちにソーシャルスキルを学び、身につけ、使っています。

しかし、少子化や家族形態の変化、自身の特性上により、自然に学ぶことが難し

い子どももいます。そのため、現在ではソーシャルスキルを意図的に、計画的に

学ぶSSTが必要とされており、保育園や幼稚園、学校でも広がってきています。 

 

●SSTの流れ 

 SSTには、大きく5つのステップがあります。 

① 教示  どうしてそのソーシャルスキルを学ぶのか、いつどのようなときに使

うのか、どのようにやるのか、などを言葉や絵などで伝えます。 

② モデリング 大人が実際にやって見せます。 

③ リハーサル ロールプレイなどを通じて、実際に子ども自身が練習します。 

④ フィードバック  リハーサルでできていることともっと良くなる方法を伝え

ます。 

⑤ 般化  その日に学んだスキルが、日常のどのような場面で使えるかイメージ

してもらい、日常の中でも練習できるよう励まします。 

 

 

 

 

 

 

できないことをさせようと訓練することが目的ではありません！ 

今よりももう少し他者との関係が円滑になるコツを、楽しく学び、 

練習するものです。 

他者と関わることって楽しいかもと感じられ、自分自身も他者も 

無理なく気持ち良く過ごしていくことを目指します。 
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１．日時 

月 1回程度、第 1または第 3土曜日の午前中、90分程度、全 5回を予定

しています。 

夏休み期間中には、平日の午前中に行う可能性もあります。 

※毎回の積み重ねの学習になります。できるだけ、全ての日程に参加してい

ただくようお願いいたします。 

 

２．場所 

 児童デイサービスあん 

 ※送迎は基本的に各自でお願いします。 

 

３．対象者 

 言葉のやり取りが可能な方。お子様の状況、年齢を考慮してグループの調整

を行います。 

 

４．学習内容の例 

あいさつをする・自己紹介をする・相手の話を聴く・質問する・仲間に入れて

もらう・ 

誘う・あたたかい言葉かけ・頼む・断る…etc 

※グループ編成を行ってから、グループ内のお子様方に必要なスキルを検討

し、内容を決定します。 

 

５．参加費 

 1回 500円 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 京都ライフサポート協会 児童デイサービスあん 

担当   

〒610-0301京都府綴喜郡井手町多賀東北河原2-13 

TEL 0774-99-4178 / FAX 0774-82-7787 

グループ調整にあたり、SST教室への参加希望調査を行います。 

別紙の SST参加希望アンケートにご記入いただき、提出してください。 

締め切りは      です。 

お子様の状況、年齢、皆様の出席可能日を考慮してグループの調整を行います。

ご希望いただいてすぐに開始できない場合がございますが、ご了承頂ければ幸いで

す。グループ調整が可能になった時点でお知らせをさせて頂きます。 

質問などございましたら、児童デイサービスあん 飛鳥居までご連絡ください。 
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SST参加希望アンケート 

SST教室への参加を【 希望する ・ 希望しない 】 

お子様のお名前 
 

お子様の所属先 
 

学年(年齢) 
 

お電話番号 ご自宅 

 

 

携帯電話 

 

 

参加を希望される方は 

その理由・つけたい力

など 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

ご自由にご記入くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 京都ライフサポート協会 児童デイサービスあん 担当    

〒610-0301京都府綴喜郡井手町多賀東北河原2-13 

TEL 0774-99-4178 / FAX 0774-82-7787 
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◆説明のシート 
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◆SST教室のルール 
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◆わかりやすく絵にする 
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